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市内で捕獲されたイノシシを受け入れる処理施設が庄原工業団地（是松町）に誕生。
イノシシを処理し、食用として活用できるものはジビエ肉やペットフードの原材料に
加工されます。
１月29日の供用開始に先立ち、竣工式と見学会が行われました。（１月26日撮影）

庄原市有害鳥獣処理施設 竣工！



　

●高野バレーボールクラブ

ご
ショット
な みま

まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

市 民 の ペ ー ジ もくじ

特定非営利活動法人
節分草保存会

父母より：ニコニコ笑
顔がとてもかわいい。姉弟仲良く大きくなあ
れ！

坂さ
か
の野　

正ま
さ
む
ね宗

く
ん
（
西
城
町
）

Ｈ
28
年
11
月
６
日
生
ま
れ

父母より：お手伝い大好

きなしっかり者のお姉ち

ゃん！これからもっとステ

キな女の子になってね！

坂さ
か
の野　

絢あ
や
め愛

ち
ゃ
ん
（
西
城
町
）

Ｈ
27
年
５
月
28
日
生
ま
れ

　私たち高野バレーボールクラブは、現在２年生から６年生までの部員
19人（女子18人・男子１人）で練習に励んでいます。チームのスローガ
ンは「全力でつなぐ、全員バレー」です。全員で励まし合いながら、一球
一球を全力でプレーできるように心掛けて練習しています。６年生７人は
下級生にとってお姉さんのような存在で、積極的な指導や気配りをしてく
れています。高野の冬は積雪が多いですが、元気に声を出して寒さを吹き
飛ばし、これからも全員で勝利に向かって頑張っていきます！
　チームでは来年度の新入部員をお待ちしています！
【練習日】
毎週火曜日・金曜日
17時 30分～ 20時
【練習場所】
高野小学校体育館
【監督】
長曽守人　

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

セツブンソウの育成および研究、自生地保全および公開など

　

外
来
生
物
の
ア
ラ
イ
グ
マ
と
ヌ
ー
ト

リ
ア
の
特
徴
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
は
登
る
の
が
得
意
で
凶

暴
。
空
家
な
ど
に
先
に
出
入
り
し
て
い

た
テ
ン
や
イ
タ
チ
な
ど
を
追
い
出
し
て

住
み
着
い
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
ヌ
ー
ト
リ
ア
は
水
辺
に
巣
を
作
り
、

水
路
伝
い
に
田
や
畑
に
侵
入
し
、
冬
場

の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
白
菜
な
ど
が
食
害

に
遭
う
ほ
か
、
水
稲
の
苗
も
被
害
に
遭

い
ま
す
。
見
か
け
た
ら
地
域
で
繁
殖
す

る
前
に
対
策
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
こ
の
二
種
に
つ
い
て
は
、
狩
猟

免
許
（
わ
な
猟
免
許
）
を
持
た
な
い
方

で
も
、
市
が
開
催
す
る
講
習
を
受
け
る

と
通
年
で
捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

女
性
限
定
防
除
の
講
習
会
で
は
、
大

屋
本
谷
「
楽
し
い
畑
」
の
山や

ま
ね根
伊い

つ

こ

都
子

さ
ん
と
本
村
サ
ロ
ン
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
「
み

ん
な
の
畑
」
の
森も

り
た田
千ち

よ

み

代
美
さ
ん
が
取

り
組
み
の
事
例
発
表
を
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
お
二
人
の
共
通

し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
餌
付
け
」。
こ
の

コ
ー
ナ
ー
で
も
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、

草
刈
り
後
の
青
草
も
動
物
の
エ
サ
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
ま
ま
対

策
を
し
て
も
効
果
は
上
が
り
ま
せ
ん
。

　
「
山
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
捨
て
て
あ
る

の
を
見
た
と
き
、
以
前
は
『
小
さ
な
芋

は
畑
に
捨
て
る
と
芽
が
出
て
厄
介
な
の

で
、
畑
の
外
に
捨
て
て
い
る
の
だ
ろ
う
』

と
思
っ
て
い
た
。
で
も
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

が
被
害
に
遭
っ
て
獣
害
対
策
を
勉
強
す

る
と『
あ
れ
が
餌
付
け
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
た
』
と
分
か
っ
た
。
集
落
み
ん
な

で
残
菜
な
ど
を
動
物
に
食
べ
ら
れ
る
よ

う
な
状
態
で
捨
て
な
い
よ
う
に
改
善
し

た
と
こ
ろ
、
今
で
は
効
果
を
感
じ
る
く

ら
い
動
物
が
出
て
こ
な
く
な
っ
た
」。

　

共
同
畑
を
通
じ
て
対
策
の
知
識
が
広

ま
り
、
実
践
し
た
結
果
で
す
ね
。
ど
の

よ
う
に
広
ま
っ
た
か
は
、
次
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
４

問
い
合
わ
せ

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
２

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、企画振興課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。

女
性
か
ら
は
じ
め
る

獣
害
対
策

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

草く
さ
た
に谷　

夏な
つ
え枝

このコーナーでは、
農業のちょっとしたコツを、
市の営農指導員と
地域おこし協力隊員から
お知らせします。11

ア
ラ
イ
グ
マ
と
ヌ
ー
ト
リ
ア
対
策

女
性
限
定
講
習
会
振
り
返
り
②
　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
餌
付
け
」

10　庄原赤十字病院産科再開の見通し
　　／肺炎球菌予防接種はお済みですか

11　シリーズ介護保険 vol. １
　
ま
も
な
く
春
夏
野
菜
づ
く
り
が
始
ま

り
ま
す
。
良
品
生
産
に
向
け
て
野
菜
畑

の
準
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

畑
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

　

野
菜
作
り
の
第
一
歩
は
、
畑
の
清
掃
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
雑
草
が
生
え
て
い
れ

ば
病
原
菌
の
す
み
か
に
な
っ
た
り
、
肥

料
分
を
奪
っ
た
り
す
る
の
で
ま
ず
除
草

し
ま
し
ょ
う
。
次
に
次
作
へ
の
病
害
虫
の

影
響
を
軽
く
す
る
た
め
、
野
菜
の
残ざ

ん

さ

を
取
り
除
き
畑
を
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

植
物
が
な
く
な
っ
た
畑
は
厳
寒
期
に

深
く
耕
し
天
地
返
し
（
下
層
の
土
を
上

に
）
を
し
ま
す
。
こ
れ
は
冷
気
と
日
光

に
さ
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
中
に
隠

れ
て
い
る
害
虫
の
卵
や
幼
虫
、
病
気
の

も
と
と
な
る
雑
菌
を
減
ら
す
た
め
で

す
。
ま
た
固
ま
っ
た
土
壌
を
ほ
ぐ
し
て

柔
ら
か
く
す
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。　

作
付
の
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う

　

１
年
間
の
畑
の
利
用
計
画
を
立
て
ま

し
ょ
う
。
野
菜
畑
は
、
作
付
年
数
が
増

す
ほ
ど
生
育
障
害
が
多
く
な
り
ま
す
。

生
育
障
害
の
80
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
病

害
虫
の
発
生
に
よ
る
連
作
障
害
に
起
因

春
夏
野
菜
栽
培
の
準
備
を
　
　
　

し
ま
し
ょ
う 

!!

営
農
指
導
員
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

営
農
指
導
員　

若わ
か
や
ま山　
　

譲
ゆ
ず
る

３歳までのお子さんの
写真を募集しています。
詳しくは行政管理課
（☎0824-73-1159）まで！

２　市民のページ
３　こうすりゃ～ええ農

４　持続可能な財政運営プラン

し
て
い
ま
す
。
連
作
障
害
を
軽
減
す
る

た
め
に
、
同
じ
作
物
を
同
じ
場
所
で
栽

培
す
る
こ
と
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
他
の
作
物
を
組
み
合
わ
せ
て
、
一

定
の
順
序
で
繰
り
返
し
て
栽
培
を
す
る

輪
作
を
行
い
ま
し
よ
う 

。

土
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う 

⑴
養
分
供
給
の
た
め
に

　

良
質
な
野
菜
生
産
を
続
け
る
た
め
に

は
、
土
壌
養
分
を
適
正
に
保
つ
こ
と
が

基
本
に
な
り
ま
す 

。
化
学
肥
料
の
み

の
肥ひ

ば
い培
管
理
を
続
け
る
と
、
土
壌
の
物

理
的
な
性
質
や
生せ

い
ぶ
つ
そ
う

物
相
（
土
壌
の
微
生

物
活
性
）
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
る
の
が
一
般
的
な
傾
向
で
す
。
有
機

物
（
完
熟
堆た

い
ひ肥
）
の
総
合
的
な
改
善
効

果
を
期
待
し
て
、
有
機
物
を
施し

よ
う用
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
（
１
ア
ー
ル
当
た
り

２
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度
施
用
）。

⑵
根
張
り
を
良
く
す
る
た
め
に

　

作
物
が
良
く
生
育
す
る
た
め
に
は
、

根
が
深
く
広
く
十
分
に
張
り
、
養
水
分

が
良
好
に
吸
収
で
き
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
作
物
の
根
が
良
く
張
る
に
は
、
温

度
や
養
水
分
の
ほ
か
土
壌
が
膨ぼ

う
な
ん軟
で
あ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
有

機
物
の
施
用
、
深
く
耕
す
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

動物ごとの対策が
あることを知り、
「早期対策」の知識
を持ちましょう。

自分たちで捕獲で
きるのね！みんな
に伝えなくちゃ！

　私たちは、山野草の保護育成およびさとやま景観保全などに
関する事業を行い、環境の保全および地域の活性化を図ることで、地
域社会全体の利益の向上に寄与することを目的に活動しています。
　主な活動は、セツブンソウの育成および研究、自生地保全活動、自
生地の公開で、５月にはセツブンソウの種をまき、年間２～３回、草取
りなどの維持管理を行っています。
　また、自生地の公開期間には、節分草祭や寄せ植え教室など各種イ
ベントを行い、観光客の誘致を図っています。（詳しくは 27 ページをご
覧ください。）

　セツブンソウが開花すると漂うほのかな匂いは
「初恋の香り」といわれています。　

問い合わせ　事務局：総領自治振興センター内　☎ 0824-88-3067

▲アライグマ

▲ヌートリア

６　婚活応援宣言継続中

12　新しい学習指導要領の実施

14　小・中学校の適正規模・適正配置

16　庄原市奨学金
　　／新指定の重要文化財
17　市・県民税の申告
18　地域が取り組む〝困ったを安心に〟
19　オフトーク放送を終了します
　　／国営備北丘陵公園北エリア社会実験

20　ふるさと応援寄附金を活用した補助金
　　／庄原市森づくり事業

21　消費生活Ｑ＆Ａ
　　／安心・安全な毎日のために

22　母子保健だより
　　／子育て通信あそびっ子

23　健康広場
24　カメラレポート
26　お知らせ
32　裏表紙に出張！市政トピックス
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平
成
17
年
４
月
か
ら
医
師
不
足
に
よ
り

休
止
し
て
い
た
庄
原
赤
十
字
病
院
の
産
科

が
、
本
年
４
月
か
ら
13
年
ぶ
り
に
再
開
さ

れ
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
広
島
県
内
で
は
、
５
市
６
町
に

お
い
て
分
娩
で
き
る
医
療
機
関
が
な
い
状

況
で
す
が
、
い
っ
た
ん
分
娩
で
き
る
環
境

が
な
く
な
っ
た
市
・
町
で
の
産
科
再
開
実

現
は
県
内
初
の
快
挙
と
な
り
ま
す
。

　

庄
原
赤
十
字
病
院
の
常
勤
の
産
婦
人
科

医
師
が
不
在
に
な
っ
た
平
成
17
年
４
月
以

降
、
同
病
院
で
は
非
常
勤
の
派
遣
医
師
に

よ
る
外
来
診
療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

昨
年
７
月
か
ら
は
常
勤
の
産
婦
人
科
医
師

１
人
が
赴
任
し
、
こ
れ
ま
で
で
き
な
か
っ

た
手
術
や
入
院
の
対
応
を
行
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
９
月
に
、
県
周
産
期
医
療
協

議
会
に
お
い
て
備
北
圏
域
（
三
次
市
・
庄

原
市
）
の
分
娩
取
り
扱
い
確
保
の
方
向
性

が
出
さ
れ
て
以
降
、
市
は
広
島
県
と
連
携

し
て
、
広
島
大
学
、
三
次
市
、
市
立
三
次

中
央
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
へ

継
続
的
な
支
援
要
請
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
現
段
階
で
は
、
４
月
か
ら
の
庄
原
赤
十

字
病
院
の
産
婦
人
科
医
師
の
体
制
や
詳
細

な
分
娩
の
受
け
入
れ
時
期
な
ど
の
予
定
に

つ
い
て
は
未
定
で
す
が
、
正
式
な
内
容
が

決
ま
り
ま
し
た
ら
、
改
め
て
市
民
の
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

産
科
再
開
の
見
通
し
と
な
っ
た
こ
と
に

併
せ
、
市
で
は
、
今
後
の
小
児
科
診
療
所
・

病
児
病
後
児
保
育
施
設
の
開
設
な
ど
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
庄
原

市
の
実
現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

庄
原
赤
十
字
病
院
で

産
科
再
開
へ

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５

平
成
17
年
４
月
庄
原
赤
十
字
病
院
が
産
科
を
休
止

平
成
20
年
４
月
庄
原
赤
十
字
病
院
の
婦
人
科
外
来
維
持
支
援
事
業
補
助
金
開
始

平
成
21
年
６
月
「
庄
原
市
の
地
域
医
療
を
考
え
る
会
」設
立

平
成
25
年
９
月
平
成
25
年
第
１
回
広
島
県
周
産
期
医
療
協
議
会

（
備
北
圏
域
を
第
１
優
先
と
し
、三
次
市
と
庄
原
市
の
両
市
に
お
け
る
一
体
的
な
分

娩
体
制
を
目
指
す
こ
と
を
確
認
）

平
成
28
年
度
～
産
科
医
療
再
開
準
備
経
費
補
助
金
１
７
０
０
万
円
を
活
用
し
、婦
人
科
の
常
勤
化
に

向
け
た
医
療
機
器
を
整
備（
平
成
29
年
度
当
初
予
算
で
は
３
６
０
０
万
円
計
上
）

平
成
29
年
１
月
「
庄
原
市
こ
ど
も
未
来
広
場
」関
連
予
算
が
議
決

平
成
29
年
７
月
庄
原
赤
十
字
病
院
婦
人
科
の
常
勤
医
師
確
保

平
成
30
年
１
月
平
成
30
年
４
月
か
ら
庄
原
赤
十
字
病
院
が
分
娩
取
り
扱
い
を
再
開
で
き
る
見
通
し

で
あ
る
こ
と
を
発
表

庄
原
市
の
産
科
医
療
を
取
り
巻
く
主
な
経
過

肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か
？

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５

　

平
成
29
年
度
に
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種

の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
方
は
、
下
記
の
対

象
年
齢
に
該
当
し
、
３
月
31
日
ま
で
に
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
す
る
方
で
す
。

　

こ
の
期
間
を
過
ぎ
て
も
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
接
種
料
金
は

全
額
自
己
負
担（
お
お
む
ね
８
千
円
程
度
）

と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
対
象
者
》

○
平
成
29
年
度
に
65
・
70
・
75
・
80
・

85
・
90
・
95
・
１
０
０
歳
に
な
る
方
（
右

下
の
表
に
当
て
は
ま
る
方
）

○
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
じ
ん

臓
な
ど
の
機
能
に
障
害
が
あ
り
、
日
常
生

活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
方

※
過
去
に
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
外
で
す
。

※
誕
生
日
を
迎
え
る
前
で
も
接
種
が
で
き

ま
す
。

《
申
請
の
注
意
点
》

　

必
ず
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請

は
保
健
医
療
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

室
・
市
民
生
活
室
（
西
城
支
所
は
し
あ
わ

せ
館
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

持
参
す
る
も
の

・
本
人
確
認
書
類
（
健
康
保
険
証
な
ど
）

・
印
鑑

《
接
種
料
金
》

○
一
般　

３
千
円

○
市
民
税
非
課
税
世
帯　

１
５
０
０
円

○
生
活
保
護
世
帯　

０
円

※
印
鑑
と
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
被
保
護
者
証
明

書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

対象年齢 生年月日

65歳 昭和27（1952）年4月2日～昭和28（1953）年4月1日

70歳 昭和22（1947）年4月2日～昭和23（1948）年4月1日

75歳 昭和17（1942）年4月2日～昭和18（1943）年4月1日

80歳 昭和12（1937）年4月2日～昭和13（1938）年4月1日

85歳 昭和7（1932）年4月2日～昭和8（1933）年4月1日

90歳 昭和2（1927）年4月2日～昭和3（1928）年4月1日

95歳 大正11（1922）年4月2日～大正12（1923）年4月1日

100歳 大正6（1917）年4月2日～大正7（1918）年4月1日

要
介
護
認
定
者
の
状
況

　

要
介
護
認
定
者
数
は
、平
成
29
年

９
月
末
現
在
で
３
６
３
１
人
で
す
。

高
齢
者
人
口
か
ら
推
計
す
る
と
平
成

32
年
度
は
３
７
２
４
人
で
、横
ば
い

で
推
移
し
て
い
く
見
込
み
で
す
。

　

要
介
護
認
定
率
も
、現
状
か
ら
推

計
す
る
と
平
成
29
年
９
月
の
24
・
０

％
か
ら
32
年
度
に
は
25
・
２
％
に
上

昇
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。85
歳
以

上
の
人
口
が
多
く
な
る
た
め
、高
齢

者
人
口
が
減
少
し
て
も
要
介
護
認
定

者
数
は
あ
ま
り
減
少
し
な
い
見
込
み

で
す
。

第３期（平成18～20年度） 3,405円
第４期（平成21～23年度） 4,445円
第５期（平成24～26年度） 5,686円
第６期（平成27～29年度） 6,158円

平成27年度 58億2,000万円
平成28年度 57億2,000万円

平成29年度（見込み） 57億4,000万円
合計 172億8,000万円

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成37年度
総人口（①） 37,742 37,065 36,395 35,367 34,823 34,279 31,585
内65歳以上の方（②） 15,162 15,179 15,113 14,903 14,848 14,793 13,932
高齢化率（②÷①） 40.2 41.0 41.5 42.1 42.6 43.2 44.1
内85歳以上の方（③） 3,710 3,841 3,874 3,962 4,052 4,143 3,973
85歳以上の方の割合（③÷①） 9.8 10.4 10.6 11.2 11.6 12.1 12.6
要介護（支援）認定者数（④） 3,808 3,864 3,592 3,593 3,630 3,671 3,607
要介護（支援）認定率（④÷②） 25.1 25.5 23.8 24.1 24.4 24.8 25.9

高齢者福祉課介護保険係　☎ 0824-73-1167

庄原市の介護保険の状況
vol.1

※要介護（支援）認定者数について、平成27～29年度までは各年度９月月報数値、平成30年度以降は国の見える化システムにより推計。
※その他数値は、平成29年度までは各年度９月末住民基本台帳人口、平成30年度以降は庄原市推計。

【表１】庄原市の人口などの推移

【表３】介護保険料
（第１号被保険者【65歳以上】の基準月額）

【表２】第６期計画期間中の
介護保険サービス給付費

（単位：人、％）

市
12.5％

23％ ÷ 庄原市の65歳以上の人数

介護保険の運営に必要な財源の内訳

介護保険料基準額

国・県
37.5％ 65歳以上の方

23.0％

40～64歳の方
27.0％

公費
50％

保険料
50％

を
、
65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
で
ま

か
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

負
担
割
合
の
増
加
や
65
歳
以
上
の

方
の
減
少
に
よ
り
、
介
護
保
険
料
の

引
き
上
げ
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
現
在
、
平

成
30
～
32
年
度
ま
で

の
３
年
間
を
計
画
期

間
と
す
る
「
第
７
期

庄
原
市
高
齢
者
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
」
を
策
定
し

て
い
ま
す
。
こ
の
計

画
の
中
で
本
市
の
高

齢
者
福
祉
や
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
方
向

性
を
定
め
る
と
と
も

に
、
サ
ー
ビ
ス
に
必

要
な
費
用
の
見
込
み

を
立
て
、
計
画
期
間

内
の
介
護
保
険
料
を

定
め
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の

運
用
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
制
度

へ
の
関
心
・
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
今
月
号
か
ら
シ

リ
ー
ズ
連
載
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

高
齢
者
の
状
況

　

本
市
の
高
齢
化
率
（
総
人
口
に

占
め
る
65
歳
以
上
の
方
の
割
合
）

は
、
平
成
29
年
９
月
末
現
在
で
41
・

５
％
で
す
。
高
齢
者
数
は
平
成
28

年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
市
全
体
の
人
口
も
減
少
し
て

お
り
、
３
年
後
の
平
成
32
年
度
の

高
齢
化
率
は
43
・
２
％
、
団
塊
の

世
代
が
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）

に
な
る
８
年
後
の
平
成
37
年
度

（
２
０
２
５
年
度
）
に
は
44
・１
％
と
、

お
お
む
ね
市
民
の
２
人
に
１
人
が
高

齢
者
と
な
る
見
込
み
で
す
。さ
ら
に
、

要
介
護
状
態
に
な
る
率
の
高
い
85

歳
以
上
の
方
の
割
合
は
増
え
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

要
介
護
認
定
者
の
状
況

　

65
歳
以
上
の
要
介
護
（
支
援
）

認
定
者
数
は
平
成
29
年
９
月
末
現

在
で
３
５
９
２
人
で
す
。
高
齢
者

人
口
か
ら
推
計
す
る
と
平
成
32
年

度
は
３
６
７
１
人
で
、
微
増
す
る

見
込
み
で
す
。

　

要
介
護
（
支
援
）
認
定
率
も
、

現
状
か
ら
推
計
す
る
と
平
成
29
年

９
月
の
23
・
８
％
か
ら
32
年
度
に

は
24
・
８
％
に
上
昇
す
る
と
予
測

さ
れ
ま
す
。
85
歳
以
上
の
人
口
が

多
く
な
る
た
め
、
高
齢
者
人
口
が

減
少
し
て
も
要
介
護
認
定
者
数
は

減
少
し
な
い
見
込
み
で
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
状
況

　

第
６
期
計
画
（
平
成
27
～
29
年
度
）

期
間
中
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
る
費
用
は【
表
２
】の
と
お
り
で
す
。

現
在
ま
で
の
介
護
保
険
料

　

平
成
18
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
料

の
基
準
額
は
【
表
３
】
の
と
お
り
で

す
。

第
７
期
計
画
で
の
65
歳
以
上
の
　

方
の
保
険
料
の
決
め
方

　

被
保
険
者
の
負
担
に
つ
い
て
は
、

国
が
、
国
全
体
の
人
口
構
成
か
ら
割

合
を
決
定
し
、
介
護
保
険
の
運
営
に

必
要
な
財
源
の
23
％（
現
在
は
22
％
）

シリーズ介護保険
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地域
小学校 中学校

現在の学校 統合後の学校 現在の学校 統合後の学校

庄原

庄原小学校

庄原小学校

庄原中学校
庄原中学校

永末小学校
高小学校
川北小学校
峰田小学校

板橋小学校
板橋小学校
東小学校

東小学校
山内小学校

比和 比和小学校 比和小学校 比和中学校
総領 総領小学校 総領小学校 総領中学校

西城
西城小学校

西城小学校 西城中学校 西城中学校
美古登小学校

東城

小奴可小学校

東城小学校 東城中学校 東城中学校
八幡小学校
粟田小学校
東城小学校

口和
口南小学校

口南小学校 口和中学校
口和中学校口北小学校

高野 高野小学校 高野小学校 高野中学校

●小・中学校の適正配置計画

旧
市
町
の
区
域
内
に
お
い
て
学
校
の
再
編
を

し
、
特
に
単
式
学
級
編
制
に
つ
な
が
る
配
置

を
行
い
ま
す
。

　

中
学
校
は
、
既
に
旧
市
町
の
区
域
内
に
１

校
の
配
置
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
適
正
規
模

を
確
保
す
る
た
め
、
旧
市
町
の
区
域
を
越
え

た
学
校
の
再
編
を
行
い
ま
す
。

適
正
配
置
の
対
象
校

　

学
校
規
模
の
適
正
化
を
図
る
た
め
に
は
、

小
規
模
校
が
統
合
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

複
式
学
級
（
２
つ
以
上
の
学
年
を
１
つ
に
し

た
学
級
）
や
少
人
数
学
級
の
解
消
を
優
先
し

ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み

　

基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
市
内

小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
に
取
り
組
ん
で
い

く
と
、
下
の
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　

今
後
は
、
適
正
配
置
の
実
施
時
期
に
よ
り

３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
小
学
校
は
平
成
30
年

度
か
ら
、
中
学
校
は
平
成
35
年
度
か
ら
、
保

護
者
、
地
域
の
方
々
へ
、
計
画
に
つ
い
て
の

説
明
会
な
ど
を
実
施
し
、
理
解
を
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
の
課
題

　

全
国
的
に
少
子
化
・
学
校
の
小
規
模
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
児
童
・

生
徒
数
が
減
少
し
続
け
て
い
る
実
態
が
あ
る

中
で
、
幼
少
期
か
ら
ず
っ
と
固
定
化
さ
れ
た

同
じ
少
人
数
の
学
習
集
団
の
ま
ま
で
勉
強
す

る
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
ど
の
よ
う

な
影
響
が
出
る
の
か
、
新
学
習
指
導
要
領
に

示
さ
れ
た
内
容
や
求
め
ら
れ
る
力
に
十
分
対

応
で
き
る
の
か
な
ど
、
学
校
は
今
、
大
き
な

課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。（
市
内
の
児
童
・

生
徒
数
の
推
移
な
ど
は
広
報
し
ょ
う
ば
ら

２
０
１
７
年
７
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
必
要
性

　

特
に
、
今
後
も
児
童
・
生
徒
の
減
少
が
続

い
て
い
く
中
に
あ
っ
て
は
、
児
童
生
徒
が
同

世
代
間
に
お
い
て
、
多
様
な
考
え
に
触
れ

ず
、
切せ

っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
し
、
学
び
合
う
機
会
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
、「
知
識
・
技

能
」の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
」
の
育
成
を
は
じ
め
、

社
会
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
情

報
活
用
力
や
新
た
な
価
値
の
創
造
力
な
ど
、

10
年
後
、
20
年
後
を
見
据
え
た
生
き
る
力
を

着
実
に
培
っ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
社
会
や
学
校
状
況
、
児
童
生
徒

に
付
け
る
力
、
あ
る
い
は
将
来
の
姿
な
ど
を

鑑
み
、
児
童
や
生
徒
に
と
っ
て
の
学
校
教
育

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
た
と
き
、
学
校

の
適
正
配
置
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
喫
緊
の

課
題
と
い
え
ま
す
。

学
校
適
正
規
模
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　

適
正
配
置
基
本
計
画
を
策
定

　

教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
度
「
庄
原
市
学

校
適
正
配
置
検
討
委
員
会
」
か
ら
い
た
だ
い

た
「
庄
原
市
立
小
中
学
校
の
適
正
規
模
及
び

適
正
配
置
に
つ
い
て
（
提
言
）」
を
尊
重
し
、

今
後
10
年
間
を
見
据
え
た
計
画
を
作
成
し
、

１
月
19
日
の
教
育
委
員
会
議
で
協
議
・
審
議

し
て
、「
庄
原
市
立
学
校
適
正
規
模
・
適
正

配
置
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

教
育
総
務
課
学
校
管
理
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
６

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

適
正
規
模
に
つ
い
て

　

小
・
中
学
校
と
も
１
学
級
当
た
り
の
児
童
・

生
徒
数
は
20
人
以
上
で
、
１
学
年
の
学
級
数

は
２
学
級
以
上
が
望
ま
し
い
で
す
が
、
本
市

の
実
情
を
考
慮
し
た
場
合
、
１
学
年
１
学
級

の
規
模
で
も
や
む
を
得
な
い
と
し
ま
す
。

適
正
配
置
に
つ
い
て

　

小
学
校
は
、
児
童
の
通
学
へ
の
影
響
を
考

慮
し
な
が
ら
適
正
規
模
を
確
保
す
る
た
め
、

市
内
小
・
中
学
校
の

適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
つ
い
て
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医
療
費
控
除
に
つ
い
て
の
重
要
な
お
知
ら
せ

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
領
収
書

の
提
出
の
代
わ
り
に
“
医
療
費
控
除
の
明
細

書
”
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

医
療
費
の
領
収
書
は
自
宅
で
５
年
間
保
存

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
税
務
署
か
ら
求
め

ら
れ
た
と
き
は
、
提
示
ま
た
は
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。）

　

ま
た
、
医
療
保
険
者
か
ら
交
付
を
受
け
た

医
療
費
通
知
（
健
康
保
険
組
合
等
が
発
行
す

る
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」）
を
添
付
す
る
と
、

明
細
の
記
入
を
省
略
で
き
ま
す
が
、
次
の
６

項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
被
保
険
者
等
の
氏
名
、
②
療
養
を
受
け
た

年
月
、
③
療
養
を
受
け
た
者
、
④
療
養
を
受

け
た
病
院
・
診
療
所
・
薬
局
等
の
名
称
、
⑤

被
保
険
者
等
が
支
払
っ
た
医
療
費
の
額
、
⑥

保
険
者
等
の
名
称

　

①
～
⑥
項
目
の
う
ち
、
一
つ
で
も
欠
け
て
い

る
と
申
告
で
は
使
え
ま
せ
ん
。

※
「
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療

に
係
る
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
“
医
療
費

控
除
の
明
細
書
”
の
代
わ
り
に
添
付
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い（
本

市
・
県
民
税
の

申
告
相
談
が

２
月
16
日
㊎

か
ら
始
ま
り
ま
す

　
申
告
書
等
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
が
法
定
記
載
事
項
で

あ
る
た
め
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個

人
番
号
）の
確
認
」と「
本
人
確
認
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

申
告
相
談
へ
お
越
し
に
な
る
と

き
は
、申
告
す
る
方
全
員
分
の
「
通

知
カ
ー
ド
」
と
「
本
人
確
認
書
類
」、

ま
た
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）」
を
忘
れ
ず

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
で

提
出
の
場
合
も
写
し
の
添
付
が
必

要
で
す
。）

　

市
・
県
民
税
の
申
告
相
談
を
、
２
月
16
日
㈮
～
３
月
15
日
㈭
の
期
間
で

行
い
ま
す
。
申
告
が
必
要
と
な
る
人
は
、
期
間
内
に
忘
れ
ず
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
申
告
相
談
の
日
程
は
広
報
１
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
の
う
え
、
必
ず
受
付
時
間
内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
市
民
税
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
６

　
　
　
　
　
　

ま
た
は 

各
支
所
市
民
生
活
係

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
と

本
人
確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

人
負
担
額
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
）。

　

医
療
費
控
除
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
願
い

①
農
業
所
得
の
申
告
を
す
る
人
は
、必
ず
「
収

支
内
訳
書
」
ま
た
は
「
月
別
集
計
表
」
を
作

成
し
て
、
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医
療
費
控

除
明
細
書
ま
た
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

税
制
の
明
細
書
を
作
成
し
て
、
当
日
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。（
様
式
は
、
市
役
所
本
庁
舎
・

支
所
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

　

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
控
除
を
受
け
る
人
は
、

健
康
の
保
持
増
進
お
よ
び
疾
病
の
予
防
へ
の

取
り
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
（
予
防
接

種
の
領
収
書
や
健
康
診
断
の
結
果
通
知
な
ど
）

の
添
付
ま
た
は
提
示
が
必
要
で
す
。

※
農
業
所
得
の
申
告
を
す
る
人
で
、「
収
支

内
訳
書
」
ま
た
は
「
月
別
集
計
表
」
を
作
成

し
て
い
な
い
人
、
ま
た
、
医
療
費
控
除
を
受

け
る
人
で
明
細
書
を
作
成
し
て
い
な
い
人
は
、

申
告
相
談
の
時
間
短
縮
の
た
め
、
会
場
で
ご

本
人
に
作
成
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
土
地
・
建
物
や
株
式
な
ど
の
譲
渡
、
先
物

取
引
・
山
林
所
得
、
雑
損
控
除
、
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
（
１
年
目
）
の
あ
る
人
は
、

庄
原
税
務
署
へ
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

確定申告書用紙の送付が変わります 確定申告会場は
２月16日㈮から開設します　平成 28 年分確定申告で、下記の関係団体などで相

談して申告書を提出した方へは、お知らせのはがきま
たは通知書を送付して、確定申告書の送付をしないこ
ととしています。ご理解とご協力をお願いします。 　庄原税務署での確定申告の相談は、 ２月 16 日㈮から

税務署２階で開設する確定申告会場でお受けしています。
　なお、２月 15 日㈭以前でも、郵送・窓口提出は受け
付けています。
※市役所での確定申告の受け付けは、２月 16 日㈮から
３月 15 日㈭までとなります。

※前年の申告で納
付をしているなど、
納付書が必要と思
われる方に対して
は、お知らせのはが
きに代えて通知書
を送付します。

庄原税務署からのお知らせ

関係団体 平成29年分送付物

税理士 送付なし

青色申告会 お知らせはがき（※）

商工会・商工会議所 お知らせはがき（※）

庄原市役所 お知らせはがき（※）

と
あ
り
ま
す
が
、昭
和
43
年
に
廃
寺
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ヒ
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
針
葉
樹
の
一
材
よ

り
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。脇わ

き
し
ゅ手
の
う
ち
２
本

を
頭
上
に
挙
げ
、そ
の
上
に
化け

ぶ
つ仏
を
の
せ
る

清き
よ
み
ず
で
ら
し
き

水
寺
式
と
呼
ば
れ
る
千
手
観
音
像
で
す
。

頭
上
に
11
の
顔
面
（
う
ち
１
面
は
亡
失
）が

あ
り
、胸
の
前
で
合
掌
し
、膝
の
上
で
手
の
ひ

ら
を
重
ね
て
宝ほ

う
は
つ鉢
を
の
せ
て
い
ま
す
。頭
上

に
挙
げ
た
脇
手
の
ほ
か
に
、左
右
各
18
本
の

手
（
左
右
と
も
各
１
本
亡
失
）が
あ
り
、合
計

で
42
本
の
手
が
あ
り
ま
す
。

　

仏
教
で
は
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
と
い
う

３
界
に
全
部
で
25
の
世
界
が
あ
る
と
い
う
考

え
（
三
界
二
十
五
有
）が
あ
り
ま
す
。千
手
観

音
は
、胸
の
前
で
合
掌
す
る
２
本
の
手
を
除

い
た
40
本
の
手
の
一
本
一
本
が
そ
れ
ぞ
れ
25

の
世
界
に
届
く
の
で
、千
本
分
（
25
×
40
）の

力
が
あ
る
と
見
な
さ
れ
ま
す
。

　

当
時
の
畿き

な
い
ぶ
っ
し

内
仏
師
の
作
と
見
ら
れ
る
優
れ

た
出
来
栄
え
で
す
が
、金き

ん
で
い泥
塗
り
や
台
座
の

造
り
な
ど
が
甘
く
、そ
れ
ら
は
後
世
の
仕
事

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

厨
子
は
仏
像
を
安
置
す
る
仏
具
で
、黒
漆

塗
を
塗
ら
れ
て
お
り
、背
面
に
は
「
明
応
八

■
（
ネ
＋
己
…
「
年
」の
意
か
）己
未
十
二
月

日
彫
像
」と
朱
漆
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。本
像

と
一
具
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、製
作

年
代
は
こ
の
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

厨
子
入
り
の
千
手
観
音
坐
像
は
全
国
的
に

も
珍
し
く
、加
え
て
市
内
は
も
と
よ
り
広
島

県
内
か
ら
も
清
水
寺
式
の
千
手
観
音
像
は
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、重
要
で
注

目
す
べ
き
も
の
で
す
。

　

戦
国
時
代
、黒く

ろ
い
わ
じ
ょ
う

岩
城
を
本
拠
地
と
し
て
口

和
町
西
部
を
支
配
し
て
い
た
泉
氏
の
菩
提

寺
、黒く

ろ
い
わ
ざ
ん
し
ょ
う
が
く
い
ん

岩
山
松
岳
院
の
本
尊
と
し
て
伝
来
し

た
千
手
観
音
像
で
す
。広
島
藩
が
江
戸
時
代

に
ま
と
め
た
地
誌
で
あ
る
「
芸げ

い
は
ん
つ
う
し

藩
通
志
」に

よ
る
と
、松
岳
院
は
初
代
黒
岩
城
主
で
あ
っ

た
泉い

ず
み
さ
ぶ
ろ
う
ざ
え
も
ん
ひ
さ
か
つ

三
郎
左
衛
門
久
勝
に
よ
り
創
建
さ
れ
た

生
涯
学
習
課
文
化
財
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
９

　

市
教
育
委
員
会
は
、「
木
造
千
手
観
音
坐

像
」を
新
た
に
庄
原
市
重
要
文
化
財
に
指

定
し
ま
し
た
。

　
庄
原
市
奨
学
金（
貸
付
）制
度

【
受
付
期
間
】　
２
月
16
日
㈮
～
４
月
16
日
㈪

（
郵
送
の
場
合
は
受
付
期
間
内
必
着
）

　

教
育
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
教
育
室
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
資
格
】

◆
父
母
（
父
母
が
い
な
い
場
合
は
、父
母
に
代

わ
っ
て
家
計
を
支
え
て
い
る
方
）な
ど
が
、１
年

以
上
市
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と
。

◆
高
等
学
校
な
ど
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
。

◆
学
習
に
意
欲
を
持
つ
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

◆
経
済
的
理
由
で
修
学
が
困
難
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
。（
所
得
制
限
あ
り
）

◆
国
・
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
行
っ
て
い
る
奨

学
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

◆
父
母
な
ど
が
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

【
提
出
書
類
】

◆
庄
原
市
奨
学
金
貸
付
申
請
書　

＊

◆
誓
約
書　

＊

◆
父
母
な
ど
の
住
民
票
の
写
し

◆
父
母
な
ど
の
直
近
の
市
・
県
民
税
課
税
台
帳

記
載
事
項
証
明
書
（
平
成
28
年
分
）

【
利
率
】　
無
利
子

【
返
還
免
除
制
度
】

　

こ
の
奨
学
金
は
、卒
業
し
た
月
の
翌
月
か
ら

起
算
し
て
６
カ
月
を
経
過
し
た
後
10
年
以
内

に
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
市
出
身
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
と
市
内
定

住
促
進
の
た
め
、奨
学
金
の
返
還
開
始
か
ら
３

年
以
上
庄
原
市
内
に
居
住
し
、そ
の
間
の
返
還

金
と
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方
が
そ
の
後
も

引
き
続
き
庄
原
市
内
に
居
住
す
る
場
合
は
、返

還
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

区　分 自宅通学 自宅外通学
高等学校
専修学校

（高等課程）

国公立 18,000円 23,000円

私立 20,000円 25,000円

大学
国公立 30,000円 35,000円

私立 41,000円 48,000円

短期大学
専修学校

（専門課程）

国公立 30,000円 35,000円

私立 40,000円 45,000円

高等専門学校
各種学校など

国公立 20,000円 25,000円

私立 30,000円 35,000円

【貸付月額】 ◆
入
学
を
証
明
す
る
書
類
ま
た
は
在
学
証
明
書

◆
作
文　

＊

◆
認
定
所
得
金
額
計
算
書　

＊

◆
そ
の
ほ
か
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る

書
類

＊
の
書
類
は
、教
育
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
教

育
室
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
高
校
・
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
に

在
学
、
進
学
す
る
生
徒
や
学
生
を
対
象
に
、

奨
学
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
平
成
30
年

度
の
奨
学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

教
育
総
務
課
総
務
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
２

平
成
30
年
度

庄
原
市
奨
学
生

を
募
集
し
ま
す

１
　
木も
く
ぞ
う
せ
ん
じ
ゅ
か
ん
の
ん
ざ
ぞ
う

造
千
手
観
音
坐
像
　
１
躯た
い

附つ
け
た
り

厨ず

し子

木造金泥塗り
像高：16.7cm
光背：総高20.2cm、舟形
台座：総高11.7cm
厨子：縦 24.8cm、横 32.7cm、高 39.9cm
室町時代（明応八年＝1499年）
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①
見
守
り
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り

～
顔
の
見
え
る
地
域
で
の
、

気
に
掛
け
合
う
仕
組
み
づ
く
り
～

②
集
ま
り
場
づ
く
り
を
通
し
て
絆
づ
く
り
を

～
身
近
な
小
地
域
で集

ま
り
場
を
増
や
そ
う
～

③
小
さ
な
こ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
取
り
組
も
う

～
い
ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
が
見
え
て
く
る
。

ほ
っ
と
け
ん
じ
ゃ
ろ
う
～

総
領
自
治
振
興
区

帝
釈
自
治
振
興
区

比
和
ま
る
ご
と
家
族
会
議
：
比
和
自
治
振
興
区

「
里
山
の
駅
庄
原 
ふ
ら
り
」

３
月
24
日
㈯
ス
タ
ー
ト
決
定
！

～
国
営
備
北
丘
陵
公
園
北
入
口
エ
リ
ア
社
会
実
験
事
業
が
始
ま
り
ま
す
～

西
城
支
所
総
務
室　

☎
０
８
２
４‐82‐２
１
２
１

東
城
支
所
総
務
室　

☎
０
８
４
７
７‐２‐５
１
１
１

地域包括支援課
地域包括支援係
☎ 0824-73-1279

オ
フ
ト
ー
ク
放
送
を
終
了
し
ま
す

西
城
・
東
城
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
へ

地域が取り組む
“困ったを安心に”
～みんなでつくる
　地域包括ケアシステム～

光エリア拡大中！

　

医
療
、介
護
、生
活
支
援
・
介
護
予
防

を
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
進
化
さ
せ
な
が

ら
、連
携
・
協
働
す
る
仕
組
み
を
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
い
い
、そ
の
う

ち
の
生
活
支
援
・
介
護
予
防
の
分
野
は

特
に
住
民
活
動
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り

ま
す
。

　

地
域
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
「
①
見
守

り
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
」「
②
集
ま
り

場
づ
く
り
」「
③
支
え
合
い
活
動
」そ
れ

ぞ
れ
は
、地
域
で
の
安
心
づ
く
り
や
生

き
が
い
（
役
割
）づ
く
り
と
も
密
接
な

関
係
に
あ
り
ま
す
。

　
「
地
域
で
ど
ん
な
困
り
ご
と
が
あ
る

だ
ろ
う
か
」を
自
分
た
ち
の
こ
と
と
し

て
話
し
合
い
、「
で
き
る
こ
と
は
や
っ
て

い
こ
う
」と
い
う
地
域
ぐ
る
み
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。（
今
後
も
各
自
治

振
興
区
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。）

オ
フ
ト
ー
ク
放
送
は

３
月
31
日
で
終
了

住
民
告
知
端
末
を
設
置
す
る
と
で
き
る
こ
と

❶ 

災
害
時
な
ど
の
緊
急
情
報
を
い
ち
早

く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❷ 

朝
・
夜
の
定
時
放
送
で
市
か
ら
の
行

政
情
報
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❸ 

住
民
告
知
端
末
が
接
続
さ
れ
た
電
話

同
士
で
は
、特
番
を
つ
け
て
か
け
る
と
無

料
で
通
話
が
で
き
ま
す
。

❹ 

自
治
振
興
区
や
自
治
会
か
ら
、地
域
に

放
送
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❺ 

ラ
ジ
オ
放
送
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
一
、中
国
放

送
）を
雑
音
な
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

使
用
申
請
の
流
れ

❶
使
用
申
請
書
を
市
に
提
出

❷
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
調
整
連
絡

　

申
請
後
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
中
国
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
０
０
‐

２
０
０
‐
３
４
９
９
）
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス

内
容
の
確
認
や
工
事
日
・
工
事
内
容
の
決

定
の
た
め
、
２
回
電
話
が
か
か
り
ま
す
。

❸
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
よ
る
工
事（
サ
ー
ビ
ス
開
始
）

⬅⬅

　

国
営
備
北
丘
陵
公
園
北
入
口
エ
リ
ア

（
愛
称
「
里
山
の
駅
庄
原　

ふ
ら
り
」）で

の
社
会
実
験
事
業
が
３
月
24
日
㈯
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
社
会
実
験
事
業
で
は
、国
兼
池

を
見
下
ろ
す
美
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

４
万
５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
有
す
る
広
大

な
敷
地
、６
４
９
台
の
駐
車
場
と
い
っ
た

「
里
山
の
駅
庄
原 

ふ
ら
り
」の
特
性
を
生

か
し
、主
に
次
の
３
つ
の
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

⑴
　
情
報
発
信
事
業

　

来
訪
者
に
備
北
丘
陵
公
園
や
庄
原
市
、

広
島
備
北
エ
リ
ア
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
観
光

情
報
な
ど
を
効
果
的
に
発
信
し
ま
す
。

⑵
　
地
域
物
産
販
売
事
業

　

地
域
資
源
を
利
用
し
た
魅
力
的
な
産
品

や
地
域
食
材
を
活
用
し
た
料
理
メ
ニ
ュ
ー

な
ど
「
食
材
の
宝
庫　

庄
原
」な
ら
で
は

の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
場
所
を
提
供

し
ま
す
。

　

ま
た
、備
北
丘
陵
公
園
と
親
和
性
の
高

い
お
し
ゃ
れ
な
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
用
品
の
販

売
や
、犬
を
連
れ
て
楽
し
め
る
カ
フ
ェ
な

ど
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
け
る

場
所
を
用
意
し
ま
す
。

⑶
　
地
域
交
流
拠
点
事
業

　

魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
や
備
北
丘
陵
公
園

な
ら
で
は
の
催
事
を
開
催
し
、市
民
や
来

訪
者
の
皆
さ
ん
が
、楽
し
く
交
流
で
き
る

場
を
提
供
し
ま
す
。

▼
入
園
料
を
無
料
化

　

こ
の
社
会
実
験
事
業
で
は
、「
里
山
の
駅

庄
原　

ふ
ら
り
」の
エ
リ
ア
を
無
料
化
し

ま
す
。国
営
公
園
の
一
部
を
無
料
化
す
る

取
り
組
み
は
全
国
初
で
、大
き
な
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

社
会
実
験
事
業
の
ス
タ
ー
ト
を
記
念

し
て
、３
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
の
２
日
間
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。多
く
の
方
の
ご
来
訪
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
！

問
い
合
わ
せ

備
北
丘
陵
公
園
北
エ
リ
ア
運
営
協
議
会

（
事
務
局　

商
工
観
光
課
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
９

　
総
領
自
治
振
興
区
内
の
７
つ
の
自
治
会
で

は
、お
互
い
の
顔
が
見
え
る
関
係
を
大
切
に

し
な
が
ら
、見
守
り
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り

と
情
報
共
有
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

自
治
会
の
見
守
り
員
、自
治
会
役
員
、地
区

担
当
民
生
委
員
（
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

巡
回
相
談
員
兼
務
）、社
協
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
が
定
期
的
に
集
ま
っ
て

情
報
を
共
有
し
、当
事
者
（
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
な
ど
）の
気
持
ち
を
尊
重
し
な
が
ら
、

地
域
ケ
ア
会
議
に
つ
な
げ
た
り
、地
域
内
の

気
に
掛
け
合
う
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　「
普
段
か
ら
人
の
つ
な
が
り
は
濃
い
け
ど
、

昔
に
比
べ
る
と
集
ま
ら
ん
よ
う
に
な
っ
た
な

あ
」「
意
識
し
て
集
ま
っ
て
、情
報
交
換
や
た

び
た
び
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、気
に
掛
け

合
う
こ
と
を
も
っ
と
も
っ
と
当
た
り
前
に
し

て
い
こ
う
や
あ
」。

　

東
広
島
市
安
芸
津
町
木
谷
地
区
へ
サ
ロ
ン

視
察
研
修
に
出
向
き
、集
ま
る
こ
と
の
大
切

さ
を
再
認
識
し
た
自
治
振
興
区
の
皆
さ
ん

は
、集
ま
り
場
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
る
と

い
う
目
標
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　「
生
活
バ
ス
で
町
中
に
来
て
、診
療
所
か
ら

金
融
機
関
、ス
ー
パ
ー
、バ
ス
待
合
所
ま
で
歩

く
の
が
大
変
な
ん
よ
」「
町
中
に
ベ
ン
チ
は
あ

る
が
座
り
に
く
い
ん
よ
」。会
議
で
は
い
ろ
い

ろ
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。こ
の
よ
う
な

声
を
受
け
て
、自
由
に
使
え
る
歩
行
器
の
設

置
や
、ベ
ン
チ
の
設
置
方
法
の
見
直
し
を
実

現
し
ま
し
た
。

　

で
き
る
こ
と
も
あ
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、普
段
の
暮
ら
し
を
応
援
で
き

れ
ば
と
い
う
こ
と
で
「
声
を
聴
く
」「
見
る
」

「
話
し
合
う
」「
行
動
に
移
す
」を
み
ん
な
で
少

し
ず
つ
取
り
組
み
中
で
す
。

「○○さん“近頃物忘れが進みょうる気がする、
認知症かもしれん”ゆうて心細がっとってんよ」

「見守りの時に声を掛けてみようか」
「そういやあ認知症のことをよう知らんのお」
「今度、自治会で認知症の研修会をしてみんや」

「きょうは放談会、第１回目の集まりじゃ」
「みんなでじゃんけんするだけでも、楽しいね。
久しぶりに大きな声で笑ったね」

「月１回、集まって顔を見られるんはええことよね」
「来月が待ち遠しいのう」

「歩行器があれば便利だね」
「ベンチに気兼ねなく座ってもらおう」
小さな取り組みだけど、少しは気軽に出掛けられ
るようになったかな？

さぁ、
買い物、買い物！

ある日の
「宇山地区サロン」

下領家自治会の
会合

　

申
請
手
続
き
は
、各
支
所
総
務
室
ま
た

は
行
政
管
理
課
、管
財
課
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。ご
不
明
な
点
は
、お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
西
城
地

域
お
よ
び
東
城
地
域
の
オ
フ
ト
ー
ク
放
送

を
終
了
し
ま
す
。４
月
１
日
か
ら
は
、オ
フ

ト
ー
ク
放
送
機
器
が
自
宅
・
事
業
所
な
ど

に
あ
る
場
合
で
も
、オ
フ
ト
ー
ク
放
送
は

聞
け
な
く
な
り
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
市
の
お
知
ら
せ
を
聞
く

に
は
住
民
告
知
端
末
の
設
置
が
必
要
で

す
。西
城
地
域
、東
城
地
域
の
方
で
、ま
だ

オ
フ
ト
ー
ク
の
端
末
か
ら
住
民
告
知
端
末

へ
の
付
け
替
え
が
済
ん
で
い
な
い
方（
※
）

は
、お
早
め
に
住
民
告
知
端
末
の
お
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
住
民
告
知
端
末
を
設
置
す
る
に
は
、Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
が
提
供
す
る
ひ
か
り
電
話
ま

た
は
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
加
入
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

▼
ひ
か
り
電
話
は
従
来
の
電
話
器
と
電
話

番
号
が
使
用
で
き
、基
本
料
金
は
２
千
円

（
税
別
）に
な
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
か
ら
付
け
替
え
ま
で
数
カ
月

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
付
け
替
え
が
住
ん
で
い
な
い
方
に
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
か
ら
２
月
上
旬
に
オ
フ

ト
ー
ク
終
了
の
案
内
が
届
き
ま
す
の
で
、

そ
の
案
内
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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消
火
器
に
は
加
圧
式
と
蓄
圧
式
が
あ

り
ま
す
。
加
圧
式
消
火
器
は
使
用
時
に

内
蔵
の
高
圧
ボ
ン
ベ
を
開
放
し
薬
剤
を

噴
射
さ
せ
る
も
の
で
、
圧
力
が
急
激
に

か
か
る
た
め
、
さ
び
や
傷
の
あ
る
物
は
破

裂
し
て
け
が
を
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

蓄
圧
式
消
火
器
は
、
破
裂
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
常
に

圧
力
が
か
か
っ
て
い
る
た
め
破
裂
の
危

険
性
が
低
く
、
小
さ
な
力
で
レ
バ
ー
を

握
れ
ま
す
。
使
用
時
に
レ
バ
ー
を
放
す

と
放
射
が
止
ま
り
、
残
り
の
圧
力
を

ゲ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

消
火
器
の
処
分
・
交
換
は
、
お
近
く

の
消
火
器
取
扱
店
や
販
売
店
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

春
の
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日
㈭
～
７
日
㈬

あ
な
た
の
家
の
消
火
器
は

大
丈
夫
で
す
か
？

　

春
先
は
空
気

が
乾
燥
し
風
も

強
い
た
め
、
野

焼
き
や
た
き
火

に
よ
る
山
火
事

な
ど
が
多
く
発
生
す
る
季
節
で
す
。

　

一
度
火
災
が
起
き
て
し
ま
う
と
、
大

規
模
な
火
災
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
、
次
の

こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

庄
原
消
防
署　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
９
９
１
１

東
城
消
防
署　

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
４
０
０
５

平成29年度　全国統一防火標語　『 火の用心　ことばを形に　習慣に 』

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

こ
ん
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

あ
り
ま
し
た
！

庄
原
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
活
用
し
た
補
助
金
を
新
設

補
助
事
業
へ
の
登
録
申
請
を
募
集

【
申
請
期
限　

４
月
27
日
㊎
】

不
審
メ
ー
ル
、買
い
物
や
契
約
に
関
す
る

相
談
は
庄
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
！

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
２
８

平
日
９
時
～
16
時
受
け
付
け

（
12
時
～
13
時
は
除
く
）

　

人
気
の
サ
プ
リ
が
「
今
な
ら
お
試
し
、

特
別
価
格
！
」の
広
告
を
見
て
、１
回
だ
け

「
お
試
し
」の
つ
も
り
で
注
文
し
た
と
こ

ろ
、通
常
価
格
で
２
回
目
の
商
品
が
届
い

た
。業
者
に
問
い
合
わ
せ
る
と
「
４
回
購

入
が
条
件
の
『
定
期
購
入
』に
な
っ
て
い

る
」と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
例
の
よ
う
に
、１
回
目
を
安
く

購
入
す
る
た
め
に
は
、数
カ
月
の
定
期
購

入
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。事
前
に
定
期
購
入
に
な
っ
て
い
な
い

か
、定
期
購
入
の
場
合
は
「
期
間
」「
支
払

い
総
額
」な
ど
を
し
っ
か
り
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、消
費
者
か
ら
解
約
通
知
を
し
な

い
限
り
、契
約
が
自
動
更
新
さ
れ
る
場
合

も
あ
る
の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ

定期購入の期間・総額が
分かりにくい表示例

定期購入の期間・総額が
分かりやすい表示例

▼
火
を
つ
け
た
ら
完
全
に
消
え

る
ま
で
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

▼
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
時
や

風
の
強
い
日
に
は
屋
外
で
火
を

使
用
し
な
い
。

▼
水
バ
ケ
ツ
な
ど
消
火
用
具
を

必
ず
準
備
す
る
。

▼
火
遊
び
を
し
な
い
。

安全ピンはありますか
封は切られていませんか

蓄圧式消火器
の場合、ゲー
ジの中の針は
緑色を示して
いますか

ホースに
亀裂・損傷・
劣化はあり
ませんか

容器のまわ
りや底に変
形・損傷・
さびはあり
ませんか

レバーに
損傷や変形は
ありませんか

注文明細
商品名

（定期購入コース）
○○定期購入
（４カ月間 購入コース） 備考

商品価格
0 円 初回（月）分

4,000 円×３回＝ 12,000 円
（税抜）

第２回～
第４回分

消費税 960 円

送料 500 円×４回＝ 2,000 円
（税込） ４カ月分

お支払総額 14,960 円
（税込）

４カ月間
購入コース

10
年
間
で
元
気
に
な
っ
た
庄
原
市
の
森

の
広
さ
は
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
何
個
分
？

市
は
、
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
で
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
と
放
置
さ
れ
た

里
山
林
を
合
わ
せ
て
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム

６
０
９
個
分
（
※
）
を
整
備
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
自
治
会
な
ど
に
よ
る
自
主
的

な
森
林
整
備
活
動
や
、
子
ど
も
を
対
象
に

し
た
森
林
体
験
学
習
の
支
援
も
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
や
す
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
生

活
を
維
持
し
、
美
し
い
景
観
を
次
世
代
に

引
き
継
い
で
い
く
た
め
、「
庄
原
の
森
づ

く
り
事
業
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
県
民
税
で
庄
原
市
の
森
が

支
え
ら
れ
て
い
ま
す

●
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
県
民
税

　

豊
か
な
森
林
を

県
民
全
体
で
守
り

育
て
る
た
め
、
県

民
や
企
業
の
皆
さ

ん
に
広
く
ご
負
担

を
お
願
い
し
、
人

工
林
対
策
や
里
山

づ
く
り
な
ど
「
ひ

ろ
し
ま
の
森
づ
く

り
事
業
」
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、
市
民
団
体
な
ど
が
取
り
組
む
公
益

的
な
事
業
に
対
し
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
を
募
り
、
集
ま
っ
た
お
金
を
財
源
と
し

た
「
庄
原
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
市
民

団
体
等
事
業
支
援
補
助
金
」
を
新
設
し
ま

し
た
。
こ
の
補
助
事
業
へ
の
登
録
申
請
団

体
を
募
集
し
ま
す
。

Ｑ
／
補
助
対
象
団
体
は
？

Ａ
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
す
。

○
自
治
振
興
区
、
自
治
会
、
そ
の
他
一
定

　

の
地
域
に
生
活
す
る
者
が
参
加
す
る
良

　

好
な
地
域
社
会
の
維
持
お
よ
び
発
展
を

　

目
的
と
し
た
団
体
ま
た
は
組
織

○
市
内
に
お
い
て
公
共
的
活
動
そ
の
他
の

　

活
動
を
営
む
団
体
ま
た
は
組
織

Ｑ
／
補
助
対
象
事
業
は
？

Ａ
／
市
内
で
実
施
さ
れ
る
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
事
業
で
す
。

❶
自
治
、
協
働
お
よ
び
定
住
に
関
す
る
事
業

❷
産
業
お
よ
び
交
流
に
関
す
る
事
業

❸
環
境
、
基
盤
、
交
通
お
よ
び
情
報
に
関

　

す
る
事
業

❹
保
健
、
福
祉
、
医
療
お
よ
び
介
護
に
関

　

す
る
事
業

❺
教
育
お
よ
び
文
化
に
関
す
る
事
業

「
庄
原
市
森
づ
く
り
事
業
」

事
業
実
施
者
を
募
集
！

応
募
締
め
切
り
は
３
月
30
日
㈮

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
４

Ｑ
／
補
助
事
業
を
実
施
す
る
に
は
？

Ａ
／
次
の
手
続
き
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
振
興
課
自
治
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
９

項目 時期 内容

①登録申請 平成 30 年
４月 27 日まで

補助金の交付には、事業の
登録が必要となりますの
で、登録申請を行っていた
だきます。

②審査→公表 平成 30 年５月（予定）

市は申請内容を審査し、審
査結果を団体へ通知する
とともに、登録が決定した
事業を市ホームページな
どにより公表します。

③寄附金募集 平成 30 年
５月～ 12 月末（予定）

市は寄附金の募集・受け付
けを行います。

④補助金交付申請 平成 31 年４月～ 補助金交付申請を行って
いただきます。

⑤補助事業実施 平成 31 年５月～ 補助金交付決定後、補助事
業を実施。

ひろしまの森づくり県民税
納
め
る
額

個人 法人
年
額500 円

年
額５％

均等割額
相当額

詳しくはウェブで

www.moridukuri.net

森づくりネット

【
事
業
の
内
容
】

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
対
策

▼
環
境
貢
献
林
整
備
事
業

●
過
去
15
年
間
に
一
度
も
森
林
整
備
（
手

入
れ
）
が
行
わ
れ
て
い
な
い
人
工
林
を
整

備
す
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

※
所
有
者
負
担
金
と
し
て
、
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
当
た
り
１
万
円
が
必
要
で
す
。

●
山
の
傾
斜
が
30
度
以
上
で
、
民
家
や
道

な
ど
に
近
い
（
２
５
０
メ
ー
ト
ル
未
満
）

人
工
林
が
対
象
で
す
。

里
山
林
対
策

▼
里
山
林
整
備
事
業
、
里
山
保
全
活

用
支
援
事
業
な
ど

●
景
観
保
全
や
鳥
獣
対
策
な
ど
の
た
め
に

里
山
林
を
整
備
し
ま
す
。

●
住
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
が
行
う

森
林
整
備
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

※
こ
の
他
、
里
山
活
用
・
保
全
活
動
支
援

事
業
や
森
林
・
林
業
体
験
活
動
支
援
事
業

な
ど
の
事
業
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
４

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
産
業
建
設
室

※マツダスタジアムを５ヘクタールとして計算

QA

○○コースお試し価格

今すぐ注文！

通常価格 5,000 円

送料 500 円のみ　
２回目以降特別価格 4,000 円

４カ月以上の購入が条件です

「お試し」を
強調

低価格を強調

総額でいくら
支払うのか
表示がない

定期購入が条件
であることの
表示の文字が
極端に小さい

　愛用者の声

初回実質０円

！ ？
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母子保健母子保健母子保健
コーナー

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

　

生
後
２
カ
月
か
ら
６
カ
月
く
ら
い
ま

で
の
赤
ち
ゃ
ん
の
母
親
か
ら
の
相
談

で
、「
赤
ち
ゃ
ん
が
体
を
反
ら
す
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、大
丈
夫
で
す
か
？
」

と
の
質
問
が
あ
り
ま
す
。

　

反
り
は
ど
の
赤
ち
ゃ
ん
に
も
み
ら
れ

ま
す
。
反
る
反
応
に
は
生
後
１
～
２
カ

月
に
始
ま
る
赤
ち
ゃ
ん
特
有
の
運
動
反

応
が
あ
り
、
生
後
４
カ
月
か
ら
６
カ
月

の
こ
ろ
に
そ
の
運
動
反
応
が
な
く
な
り

反
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

反
り
が
強
い
場
合
は
、
体
が
丸
く
な

る
よ
う
に
抱
っ
こ
す
る
と
良
い
で
し
ょ

う
。
そ
う
す
る
と
授
乳
も
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
育
児
相
談
の
と
き
に
反
り
に

く
い
抱
き
方
を
相
談
し
て
も
良
い
で

し
ょ
う
。

赤
ち
ゃ
ん
の
姿
勢
に
つ
い
て

～
“
反そ
り
”
～

　

赤
ち
ゃ
ん
に
何
か
病
気
が
あ
る
場
合

は
、
反
る
こ
と
以
外
の
他
の
症
状
が
見

ら
れ
ま
す
。
反
る
と
同
時
に
脚
が
交
差

し
た
ま
ま
ピ
ー
ン
と
伸
び
て
い
る
、
首

が
す
わ
ら
な
い
、
手
足
が
だ
ら
り
と

な
っ
て
い
る
時
は
要
注
意
で
す
。
心
配

な
場
合
は
育
児
相
談
や
乳
児
健
診
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
で
は
奇
数
月
第
４
木
曜
日

午
後
、
理
学
療
法
士
が
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
予
約
が
必

要
で
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

応
援
し
ま
す
！
あ
な
た
の
子
育
て

子
育
て
通
信

子
育
て
通
信

あ
そ
び
っ
子

あ
そ
び
っ
子

　

市
は
、子
ど
も
の
誕
生
を
祝
福
し
、次

の
世
代
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
を
願
い
、出
産
祝
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

【
申
請
で
き
る
人
】

　

新
生
児
が
出
生
し
た
日
に
、次
の
①

～
③
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
保
護
者

に
支
給
し
ま
す
。

①
新
生
児
の
出
生
し
た
日
に
、１
年
以

上
引
き
続
き
庄
原
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
、か
つ
市
内
に
生
活
の
本

拠
を
有
す
る
こ
と
。

※
こ
の
期
間
が
１
年
未
満
の
場
合
は
、

１
年
を
経
過
し
た
日
を
も
っ
て
、こ
の

要
件
に
該
当
し
ま
す
。

②
申
請
時
に
お
い
て
支
給
対
象
児
童
と

同
居
し
て
い
る
こ
と
。

③
祝
金
を
受
け
取
っ
た
後
、さ
ら
に
１

年
以
上
、支
給
対
象
児
童
と
共
に
市
内

に
住
所
を
有
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
。

（
受
け
取
り
後
、１
年
以
内
に
庄
原
市
か

ら
転
出
す
る
場
合
は
、そ
の
旨
の
申
し

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
保
健
師
の
新
生
児
訪
問
の
後
、生
後

児童福祉課
あんしん支援係
☎ 0824-73-0051

庄
原
市
出
産
祝
金

文
：
西
城
市
民
病
院　

理
学
療
法
士　

海う

と渡
聡さ

と
こ子

３
～
４
カ
月
ご
ろ

に
、子
育
て
支
援
員
な
ど

に
よ
る
お
祝
い
訪
問
を
し

て
い
ま
す
。

【
申
請
期
間
】

出
生
日
か
ら
60
日
以
内

【
金
額
】

第
１
子
・
第
２
子　

15
万
円

第
３
子
以
降　

25
万
円

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
印
鑑

②
申
請
者
名
義
の
金
融
機
関
名
と
口
座

番
号
が
わ
か
る
も
の

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
あ
ん
し
ん
支
援
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

西
城
支
所
地
域
振
興
室
保
健
福
祉
係　

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
２
０
２

東
城
支
所
市
民
生
活
室
保
健
福
祉
係　

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
３
１

口
和
支
所
地
域
振
興
室
市
民
生
活
係　

☎
０
８
２
４
‐
87
‐
２
１
１
２

高
野
支
所
地
域
振
興
室
市
民
生
活
係　

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
１
１
５

比
和
支
所
地
域
振
興
室
市
民
生
活
係　

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
３
０
０
１

総
領
支
所
地
域
振
興
室
市
民
生
活
係　

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
３
０
６
３
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ハイレベルな戦い 野鳥の餌がけ生き物の命に目を向ける 感謝の心を育てる
　高野町雪合戦大会・1/13 　帝釈地区伝統の冬の愛鳥活動・12/24　昆虫キーホルダー作り・12/9 　ヒューマンフェスティバル2017・12/3

第 19 回高野町雪合戦大会が高野小学校体育館で開
催され、一般の部とジュニアの部を合わせて８チーム
84 人が参加しました。室内の雪合戦では、雪玉ではな
く室内専用の玉が使用されます。この大会は選手たち
で構成する実行委員会が主催し、広島県雪合戦大会の
前哨戦として開催されます。高野小学校では授業の一
環として取り組んでいます。

当日は一般・ジュニアとも４チーム総当たりのリー
グ戦を行い、１セット３分間の３セットマッチで勝敗を
競いました。シェルター越しの攻防は見ごたえ十分で、
観客からは大きな声援が飛んでいました。実行委員長
の中

な か い ち

市圭
け い す け

祐さんは「来年は 20 回目の記念大会になる
ので、これまで以上に盛り上げたい」と話していました。

東城町帝釈未渡の帝釈峡まほろばの里で、帝釈地区
の小・中学生とその保護者ら 20 人が、マキの枝や野
鳥の餌台４基に、自宅で栽培して乾燥させたヒマワリ
の種やトウモロコシの実を据え付けました。冬期の餌
不足を補って、ヤマガラやシジュウカラなどの野鳥を
保護しようとする地元恒例の愛鳥活動です。

この活動を支援している帝釈自治振興区の職員は、
「40 年前に餌がけをした子どもたちが、今では自分の
子どもを連れて来ている。郷土の自然に対する思いが
世代を越えて受け継がれている」と、活動の成果を話
していました。野鳥は、松くい虫などを捕食し、森林
病害虫を駆除する役割も果たしています。冬の間、時
悠館の展望台から観察することができます。

２月26 日まで、比和自然科学博物館で昆虫絵画展が
開催されています。この絵画展は、廿日市市在住の中

な か し ま

嶋
将
ま さ し

史さんの、「自分の作品を通じて小さくも力強く生き
る昆虫たちに目を向けてもらいたい」という思いを受
け企画されたものです。この関連イベントとして、昆虫
キーホルダー作りが行われ、市内の小学生など約40 人
が参加しました。

参加者は、プラスチックの板に油性インクのペンで
思い思いに昆虫の絵を描きました。色を塗った後、そ
の板をトースターで加熱すると、板は縮んで硬化して
キーホルダーになりました。参加者の中にはその場で
バッグに取り付けて帰る人もいるなど、オリジナルの
キーホルダーを作ることができ、満足した様子でした。

総領自治振興センターで、「ヒューマンフェスティバ
ル 2017」が開催され、地域住民など約 100 人が参加
しました。

５回目となる今回は、一般社団法人「Team 友だち
100 人できるかな」代表理事の小

こ た に

谷彰
し ょ う ご

吾さんが、「健
全な土壌には健全な樹木が育つ」と題して講演しまし
た。小谷さんは、自身の経験をもとに「子どもたちに、
日本の伝統文化や命の尊さ、感謝することの大切さを
伝える必要がある」と語りました。会場には、総領小
学校児童の人権の花絵画や総領中学校生徒の人権標
語などが展示されました。総領自治振興区区長の山

や ま ね

根
京
きょうじ

司さんは「一人一人が人権を尊重できる地域を目指
し取り組みを続けていきたい」と話していました。

歌でみんな朗らかに 新しいブランド開発に期待応援メッセージが町内を走る 庄原市、華やかに新年を迎える
　口和郷土資料館　カナリアの会・12/21 　比婆ふぐ（トラフグ）のお披露目会・1/15　西城紫水高等学校　応援幕とステッカー・12/15 　シルバー人材センターが門松としめ飾りを寄贈・12/23

　口和郷土資料館ロビーを会場に、みんなで楽しく歌
う集いの「カナリアの会」が開催されました。この集
いは、約９年前から毎月１回第４木曜日に行われ、ピ
アノやアコーディオン、フルートの生伴奏で、懐かし
い童謡や歌謡曲、オリジナル曲などを楽しく歌います。
　87 回目となった今回、市内外から約 30 人が参加
しました。参加者の中には毎回参加している人もいれ
ば、初めて参加する人もいましたが、一緒になって大
きな声でオリジナル曲「水

すいきん

琴の歌」などを歌いました。
安

あ べ

部博
ひろよし

良館長は「市内外から多くの方に参加してもらっ
ている。この集いを今後も続けていきたいので、多く
の方の参加をお待ちしています」と話していました。

　グリーンウインズ共同体は、市内で海の幸「トラフグ」
の養殖に挑戦しています。現在は実験段階ですが、こ
の養殖には海水ではなく淡水（地下水）が利用されて
います。同共同体はこの陸上養殖施設を関係者に公開
し、刺し身やから揚げなどの試食会を行いました。
　陸上養殖では、赤潮や悪天候などの影響を受けず、
年間を通して水温も一定。繁殖期間が短くストレスの
無い環境で育つため、透けるような白身になるそうです。
　同共同体代表の藤

ふじみつ

光有
たもつ

さんは、「新しい特産品になるこ
とを期待している。将来的には庄原の大きな力となれば」
と話していました。このフグは「比婆ふぐ」と命名され
ました。市の新しいブランドとなることが期待されます。

西城紫水高校への応援メッセージ「応援してます　
西城紫水高」の応援幕をつけた路線バス４台が西城町
内を走っています。また、同じメッセージのステッカー
も作成され、郵便局や自治振興センターなどに貼られ
ています。

この応援幕やステッカーは、西城紫水高等学校教育
振興会が作成したもので、地域ぐるみで学校を支えて
いこうとする市民の意識を表しています。これまでも応
援旗などを作り応援していました。同会会長の古

ふるかわ

川由
よ し き

紀
さんは、「西城町の宝、西城紫水高校を町民みんなで応
援している気持ちを表した。さらに機運を高め、新たな
振興策の提案もぜひお願いしたい」と話していました。

庄原市シルバー人材センターしめ飾り・門松同好会
の会員８人が、約１時間かけて、庄原市役所に門松と
しめ飾りを設置しました。市役所本庁舎正面玄関の両
脇に設置された門松は高さ約２メートルで、松や竹、
南天などできれいに飾られていました。

この門松としめ飾りは、竹やわらなどの材料の調達
から作成まで、会員自らが行います。とりわけしめ飾
りについては、苗の植え付け、刈り取り、乾燥まで行い、
10 月ごろから作成に取り掛かります。

ことしも立派な門松やしめ飾りが飾られ、華やかに
新年を迎えることができました。

▲シェルター越しの攻防 ▲ヒマワリの種子を餌台に乗せる親子連れ▲参加者は透明なプラスチックの板に昆虫の絵を描いた ▲参加者は小谷さんの話に聞き入った

№6 №2

№8 №7 №3№4

▲みんなで歌うと楽しい！ ▲いけすを泳ぐ生きのいいトラフグ▲メッセージを付けたバスが西城支所前に到着 ▲華やかに飾られた庄原市役所本庁舎正面玄関と会員の皆さん

№5 №1



お知らせInformation

催　
　

し

節
分
草
自
生
地
公
開
・
　
　

節
分
草
祭

【
節
分
草
自
生
地
公
開
】

　

総
領
町
が
誇
る
日
本
有
数
の
節

分
草
自
生
地
を
、
開
花
状
況
に
合

わ
せ
て
随
時
公
開
し
ま
す
。

と
き　

２
月
17
日
㈯
～
３
月
11
日
㈰

と
こ
ろ　

道
の
駅
リ
ス
ト
ア
・
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
「
光
の
ド
ー
ム
」

内
容　

▼
寄
せ
植
え
教
室
（
２
月

18
日
㈰
・
３
月
３
日
㈯
、
要
参
加

費
）
▼
絵
手
紙
教
室
（
２
月
18
日

㈰
・
３
月
４
日
㈰
、
要
参
加
費
）

▼
里
山
総
領
体
育
館
に
「
段
ボ
ー

ル
迷
路
」
や
「
ク
ラ
フ
ト
細
工
」

コ
ー
ナ
ー
設
置
（
期
間
中
の
日
曜

日
）
▼
山
野
草
写
真
・
絵
手
紙
の

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

【
節
分
草
祭
】

　

３
月
11
日
㈰
に
道
の
駅
リ
ス
ト

ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
節
分
草
祭

を
開
催
し
、
バ
ザ
ー
や
節
分
草
自

生
地
を
巡
る
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

里
山
を
楽
し
む
町
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会
事
務
局

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
３
０
６
７

総
領
支
所
地
域
振
興
室
（
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
）

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
３
０
６
３

映
画
上
映
会
「
北
の
桜
守
」

　
『
北
の
零
年
』、『
北
の
カ
ナ
リ
ア

た
ち
』
に
続
く
三
部
作
最
終
章
。

３
月
10
日
公
開
の
最
新
作
。
巨
匠
・

滝
田
洋
二
郎
と
吉
永
小
百
合
・
堺

雅
人
が
贈
る
、
戦
中
戦
後
、
北
の

大
地
を
生
き
た
親
子
の
物
語
で
す
。

と
き　

３
月
11
日
㈰

①
10
時
30
分
上
映
（
10
時
開
場
）

②
14
時
上
映
（
13
時
30
分
開
場
）

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

入
場
料
（
全
席
自
由
）　

特
別
鑑
賞
券　

一
般
１
１
０
０
円

※
友
の
会
会
員
の
方
は
庄
原
市
民

会
館
で
の
購
入
に
限
り
10
％
割
引

（
当
日
券　

大
人
１
８
０
０
円
、
60

歳
以
上
１
２
０
０
円
、
３
歳
～
高

校
生
１
０
０
０
円
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

庄
原
市
民
会

館
、
食
彩
館
し
ょ
う
ば
ら
ゆ
め
さ

く
ら
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
、
ザ
・
ビ
ッ

グ
庄
原
店
、
ウ
イ
ル
西
城
、
東
城

自
治
振
興
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
民
会
館

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
２
４
２

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 ３月15日㈭10時～16時 児童福祉課あんしん支援係 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 ３月８日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 ３月６日㈫・20日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572口和 ３月15日㈭13時30分～15時30分 口和保健福祉センター

総領 ３月14日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談
庄原 ３月15日㈭13時～15時30分 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

総領 ３月14日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
東城 ３月16日㈮13時～16時 東城支所 広島弁護士会による無

料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　口和 ３月２日㈮13時～16時 口和保健福祉センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

認知症カフェ

庄原 「とんぼ」　３月６日㈫・20日㈫
13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課高齢者福祉係
☎0824-73-1165　

西城 「コスモスカフェ」
３月１日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
２月27日㈫13時30分～15時

東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

身体障害者　
補装具判定会 肢体 ３月15日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

障害者相談員
定 期 相 談 会 庄原 ３月19日㈪13時～15時 庄原保健福祉センター 身体 社会福祉課障害者福祉係

☎0824-73-1210

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

母子保健事業　●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255
事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付 ３月５日㈪・19日㈪　９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

育児相談 ３月13日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（ＪＲ備後庄原駅舎内） 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問い

合わせください）

募　
　

集

山
田
姉
妹
　
　
　
　
　
　
　

ソ
プ
ラ
ノ
・
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

　

神
奈
川
県
出
身
、
26
歳
の
双
子

ソ
プ
ラ
ノ
デ
ュ
オ
「
山
田
姉
妹
」
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
に
数
多
く
出
演
中
の
山
田
華は

な

・

麗れ
い

姉
妹
が
、
双
子
な
ら
で
は
の
ア

レ
ン
ジ
で
名
曲
を
お
届
け
し
ま
す
。

演
奏
曲
目　
「
私
の
お
父
さ
ん
～

“
ジ
ャ
ン
ニ
・
ス
キ
ッ
キ
”よ
り
」「
見

上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」
ほ
か

と
き　

３
月
17
日
㈯

14
時
開
演
（
13
時
30
分
開
場
）

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

入
場
料
（
全
席
自
由
）

一
般
１
５
０
０
円

（
当
日
券
２
０
０
０
円
）

※
友
の
会
会
員
の
方
は
庄
原
市
民

会
館
で
の
購
入
に
限
り
10
％
割
引

※
小
中
高
校
生
は
無
料
（
整
理
券

が
必
要
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

庄
原
市
民
会

館
、
食
彩
館
し
ょ
う
ば
ら
ゆ
め
さ

く
ら
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
、
ザ
・
ビ
ッ

グ
庄
原
店
、
ウ
イ
ル
西
城
、
東
城

自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

※
未
就
学
児
の
同
伴
・
入
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
無
料
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
民
会
館

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
２
４
２

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

県
立
三
次
看
護
専
門
学
校
　

公
開
講
座

　
「“
腸
”い
き
い
き
生
活
」を
テ
ー

マ
に
、
腸
内
環
境
を
整
え
て
元
気

な
体
を
つ
く
る
た
め
の
公
開
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

３
月
22
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

定
員　

30
人
程
度

申
し
込
み
方
法　

住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
添
え
て
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
５
１
４
１

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
62
‐
０
９
５
４

子
ど
も
教
室
の
受
講
生
募
集

●
庄
原
子
ど
も
美
術
館
絵
画
教
室

と
き　

毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

※
３
・
４
・
５
・
６
年
の
部

　

…
９
時
30
分
～
12
時

※
幼
児
・
１
・
２
年
の
部

　

…
９
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ

庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
研
修
室

対
象
　
幼
稚
園
・
保
育
所
年
長
児
、

小
学
生

定
員　

各
部
若
干
名

会
費　

毎
月
２
千
円

申
込
締
め
切
り　

３
月
13
日
㈫　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

館
長　

森
信
廣
子

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
１
８
６
２

●
庄
原
子
ど
も
文
学
館
短
歌
教
室

と
き　

毎
月
第
２
土
曜
日

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
民
会
館
Ｆ
研
修
室

対
象　

小
学
生

定
員　

若
干
名

会
費　

毎
月
千
円

申
込
締
め
切
り　

３
月
26
日
㈪

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

館
長　

立
花
有
佐

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
３
９
８
８

●
庄
原
子
ど
も
の
館
マ
ナ
ー
教
室

と
き　

毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

９
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｂ
研
修
室

対
象　

小
・
中
学
生

定
員　

若
干
名

会
費　

毎
月
千
円

申
込
締
め
切
り　

３
月
26
日
㈪

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

館
長　

岡
本
恵
美
子

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
３
６
３

自衛官募集　～平和を仕事にする～
募集項目 応募資格 受付期間 試験期日

自衛官候補生　男子 18 歳以上 27 歳未満 随時 受け付け時にお知らせします
予備自衛官補　一般 18 歳以上 34 歳未満

４月６日㈮まで ４月14日㈯～18日㈬の間で指定する日
予備自衛官補　技能 18 歳以上で国家免許資格などを有すること

（免許資格により受験上限年齢が変わります）
▶予備自衛官補とは…一般社会人や学生の方を予備自衛官補として採用し、教育訓練終了後、予備自衛官として任用する制度です。普段は社会人な
どとしてそれぞれの職業に従事しながら、必要な教育訓練招集に応じ、有事には防衛招集に応じて後方の警備や支援などの任務にあたります。ま
た、平時においても災害招集に応じることがあります。（予備自衛官補期間中は、教育訓練に応じる義務はありますが、防衛招集や災害招集の応招義
務はありません。）
問い合わせ　自衛隊広島地方協力本部三次地域事務所　☎０８２４－６２－０３５０

©2018「北の桜守」製作委員会
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お知らせInformation

そ  

の  

他

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（http://www.bihoku-park.go.jp/）

冬咲きぼたん展
インドアガーデンコンテスト

３月３日㈯～18日㈰開催

２月25日㈰まで開催
国営備北
丘陵公園
だより

期間中の開園時間／９時30分～16時30分（入園は15時30分まで） 
　　　　　休園日／月曜日（祝日の場合は翌日休園）

インドアガーデンコンテスト

冬
咲
き
ぼ
た
ん
展

【
伝
承
和
紙
折
紙
教
室
】

　

色
と
り
ど
り

の
和
紙
を
使
っ

た
ひ
な
人
形
作

り
で
す
。

と
き　

２
月
17

日
㈯
・
18
日
㈰
・

24
日
㈯
・
25
日

㈰　

９
時
30
分
～
16
時

※
受
付
は
15
時
ま
で

参
加
費　

５
０
０
円
～

定
員　

各
日
20
組

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷

【
ひ
な
餅
つ
き
】

　

白
餅
・
赤
米

餅
・
よ
も
ぎ
餅

を
つ
き
ま
す
。
各

回
１
０
０
人
に
お

餅
を
振
る
舞
い

ま
す
。（
無
く
な

り
次
第
終
了
）

と
き　

２
月
25
日
㈰

①
11
時
／
②
13
時
／
③
14
時

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷

※
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！中

国
大
会

全
国
小
学
生
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
選

手
権
大
会
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

（
１
月
14
日
／
山
口
市
）

３
位

庄
原
ワ
イ
ル
ド
ボ
ア
ー
ズ

※
広
報
し
ょ
う
ば
ら
１
月
号
で
の

紹
介
記
事
で
、
誤
っ
て
「
広
島
ワ

イ
ル
ド
ボ
ア
ー
ズ
」
と
記
載
し
ま

し
た
。
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

ひ
ば
の
里　
　
　
　
　
　

ひ
な
祭
り
イ
ベ
ン
ト

【
ほ
と
ぎ
づ
く
り
体
験
】

　

ひ
ば
の
里
で

収
穫
し
た
も
ち

米
を
使
っ
た
、

備
北
地
方
に
伝

わ
る
ひ
な
菓
子

作
り
で
す
。

と
き

２
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

９
時
30
分
～
16
時

※
受
付
は
15
時
ま
で

参
加
費　

５
０
０
円

定
員　

各
日
20
組

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

上
の
農
家

【
と
う
ろ
う
菓
子
づ
く
り
体
験
】

　

総
領
町
の
伝

統
的
な
ひ
な
菓

子
作
り
で
す
。

※
こ
の
ひ
な
菓

子
は
飾
り
用
の

た
め
食
べ
ら
れ

ま
せ
ん
。

と
き　

２
月
18
日
㈰

９
時
30
分
～
16
時

※
受
付
は
15
時
ま
で

参
加
費　

５
０
０
円

定
員　

20
組

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

参
集
殿

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
の
請
求
を
！

★
４
月
２
日
の
請
求
期
限
を
過
ぎ

る
と
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
該
当
す
る
方
で
ま
だ

請
求
を
し
て
い
な
い
方
は
、
期
限

ま
で
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
４
月
１
日（
基
準
日
）

に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族

年
金
等
の
受
給
権
を
有
す
る
方
が

い
な
い
場
合
に
、
請
求
手
続
き
を

す
れ
ば
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還

の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
27
年
4
月
1
日
以
前
に
特

別
弔
慰
金
を
受
給
さ
れ
て
い
た
方

も
、
改
め
て
請
求
手
続
き
が
必
要

で
す
。
平
成
27
年
4
月
1
日
以
降

に
亡
く
な
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、

相
続
人
が
請
求
で
き
ま
す
。

対
象
者　

戦
没
者
の
死
亡
当
時
の

ご
遺
族
で
、
次
の
順
番
で
上
位
の

方
１
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

１
．
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
の 

①
父
母 

②
孫 

③
祖
父
母 

④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計

関
係
が
あ
る
な
ど
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順

番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

４
．
右
記
１
～
３
以
外
の
戦
没
者

等
の
三
親
等
内
の
親
族
（
お
い
、

め
い
な
ど
）
※
戦
没
者
等
の
死
亡

時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計

関
係
が
あ
っ
た
方
に
限
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑　

②
請
求
書
な
ど
の
申
請

書
類
お
よ
び
戸
籍
な
ど

請
求
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室

河
川
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　

支
援
制
度

　

広
島
県
で
は
、
河
川
環
境
の
向

上
と
河
川
愛
護
精
神
の
普
及
の
た

め
、「
河
川
清
掃
等
業
務
委
託
」

と
い
う
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

県
が
管
理
す
る
一
・
二
級
河
川
の

清
掃
活
動
（
ゴ
ミ
拾
い
、草
刈
り
）

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対

し
報
償
金
（
活
動
実
施
費
用
の
範

囲
内
）
を
支
払
い
ま
す
。

　

河
川
の
清
掃
活
動
を
行
う
自
治

振
興
区
や
自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
で
、
こ
の
制
度
を
新
た
に
利
用

し
た
い
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り　

２
月
22
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
産

業
建
設
室

広
島
県
河
川
道
路
美
化
活
動

保
険
制
度

　

広
島
県
で
は
、
県
内
の
河
川
や

道
路
の
美
化
活
動
中
に
起
き
た
事

故
に
よ
っ
て
、
参
加
者
が
傷
害
を

受
け
た
場
合
や
活
動
中
に
第
三
者

へ
人
的
・
物
的
被
害
を
与
え
た
場

合
の
救
済
措
置
と
し
て
、「
広
島

県
河
川
道
路
美
化
活
動
保
険
制

度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
万
一
の
事
故
に
備
え
る

と
と
も
に
、
安
心
し
て
美
化
活
動

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
こ
の
保
険

へ
の
加
入
を
勧
め
て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
を
利
用
し
た
い
自
治
振
興

区
や
自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
個
所

一･

二
級
河
川
、
国･

県
道

対
象
美
化
活
動

道
路
・
河
川
の
堆
積
土
・
汚
泥
な
ど

の
除
去
ま
た
は
除
草
、
清
掃
な
ど

加
入
手
続
き　

団
体
届
出
書
に
よ

り
美
化
団
体
の
届
け
出
を
し
て
認

定
を
受
け
る
こ
と
で
保
険
に
加
入

で
き
ま
す
。
ま
た
、
加
入
し
て
い
る

団
体
で
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合

は
、
変
更
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

※
保
険
加
入
料
は
不
要
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
産

業
建
設
室

県
立
広
島
大
学
　
　
　
　
　

言
語
文
化
生
涯
学
習
講
座

　
「
外
国
語
を
学
ん
で
み
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
公
開
講
座
を
行
い
ま
す
。

と
き
・
内
容
・
講
師

第
１
回
…
３
月
１
日
㈭
「
は
じ
め

て
の
古
典
ギ
リ
シ
ャ
語
」
大
草
輝

政
／
第
２
回
…
３
月
２
日
㈮
「
モ

ン
ゴ
ル
語
と
は
ど
の
よ
う
な
言
語

か
」
河
村
和
也
／
第
３
回
…
３
月

５
日
㈪
「
英
語
で
発
信
す
る
庄
原
」

馬
本
勉
／
第
４
回
…
３
月
６
日
㈫

「
中
国
語
の
世
界
、
中
国
語
か
ら

見
え
る
世
界
」
上
水
流
久
彦

開
催
時
間　

18
時
～
19
時
30
分

と
こ
ろ

県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス

２
号
館
５
階
２
５
０
２
講
義
室

定
員　

各
回
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
し
込
み
方
法

　

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・
電

話
番
号
・
受
講
希
望
回
を
明
記
し
、

２
月
20
日
㈫
ま
で
に
、
は
が
き
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先　
〒
７
２
７
‐
０
０
２
３

庄
原
市
七
塚
町
５
５
６
２　

県
立
広
島
大
学
庄
原
地
域
連
携

セ
ン
タ
ー
（
ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
74
‐

１
７
０
４
／
メ
ー
ル　

gakujutu@
pu-hiroshim

a.ac.jp

）

問
い
合
わ
せ　

県
立
広
島
大
学

庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス
総
務
課

☎
０
８
２
４
‐
74
‐
１
０
０
０

　

さ
と
や
ま
屋
敷
内
の
日
本
庭

園
を
中
心
に
、「
冬
咲
き
ぼ
た
ん
」

を
展
示
し
ま
す
。
わ
ら
の
コ
モ

を
か
ぶ
せ
て
化
粧
を
し
た
ぼ
た

ん
の
色
鮮
や
か
な
花
色
が
、
冬

の
日
本
庭
園
に
映
え
、
風
情
の

あ
る
情
景
を
つ
く
り
だ
し
ま
す
。

開
催
期
間　

２
月
25
日
㈰
ま
で

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷

イ
ン
ド
ア
ガ
ー
デ
ン　
　

コ
ン
テ
ス
ト

　

屋
内
で
自
由
な
発
想
に
よ
り

制
作
さ
れ
た
ガ
ー
デ
ン
を
、
デ

ザ
イ
ン
性
・
植
物
の
生
か
し
方
・

ア
イ
デ
ア
な
ど
の
観
点
か
ら
審

査
し
て
表
彰
し
、
展
示
し
ま
す
。

開
催
期
間

３
月
３
日
㈯
～
18
日
㈰

と
こ
ろ　

大
芝
生
広
場　

湖
畔

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
２
階

広告
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お知らせInformation

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　３月９日（金）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

３月

私たちの健康は私たちの手で
～食生活改善推進員（通称・食

しょくすい

推）の活動～
市民ラジオ（ＣＢトランシーバー）

アンテナ
（伸ばすと1.3m）

送信・受信
スイッチ

本体

上部（操作部）

下部
（型式検定証）操作ツマミなど

周波数スイッチ
（1・2ch）

口和郷土資料館  ☎ 0824-87-2230

開館日 ： 月 ・ 木 ・ 土　９時～ 17 時

奥行き7.5㎝、幅5㎝、高さ27㎝、重さ800g

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

２月・３月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　※内科・中学生以上のみ診療
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶休止されていた庄原赤十字病院の産科が、本年４月
から13 年ぶりに再開の見通しとなったとのこと。（関連
記事10 ページ）休止になってからの年月を考えると、
本当にすばらしいことだと思います。今後、こども未来
広場の小児科診療所なども開設され、子育て環境が充
実します。産科再開、ぜひ実現してほしいですね。
▶庄原市有害鳥獣処理施設が１月29 日からイノシシ
の受け入れを始めました。市内の狩猟者や自衛捕獲
者が、止め刺しをしたイノシシを持ち込めば差し引
き無料で処理してくれる上に、食肉やペットフード
に加工できる場合は買い取ってもらえます。私も猟
師の端くれですが、とても楽になると思います。詳し
くは林業振興課管理係（☎0824-73-1137）まで！

２月・３月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室
　と　き　２月26日㈪
　　　　　①９時～12時　②13時～16時
　参加費　5,000円
　定　員　①②各12人
▶展示・イベント
○世界の天然石＆アジアン衣料
　と　き　３月２日㈮～12日㈪
　ところ　交流ホール
○フクロウ展
　と　き　３月14日㈬～（予定）
　ところ　エントランスホール

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
　　庄原子ども美術館絵画教室作品展
とき　２月９日㈮～10日㈯　10時～16時
　　平成29年度庄原市文芸大会入賞作品展
とき　３月８日㈭～10日㈯　10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

２月25日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
３月４日（日）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255

11日（日）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255
18日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

※「こぶしの里病院」は本年１月から「こぶしの里クリニック」
　になりました。

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

平成29年12月末現在

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　　３６，２６７人　　（前年比－３１９人）　
男　　　１７，２１４人　　（前年比－３９７人）　
女　　　１９，０５３人　　（前年比－７１６人）　
世帯数　１５，７３８世帯　（前年比－８６世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３７１人（前年比＋９人）

［各地域の内訳］
○庄原地域　１８，２０１人（７，９２５世帯）
○西城地域　　３，４９５人（１，４５４世帯）
○東城地域　　７，９６１人（３，６２０世帯）
○口和地域　　２，０２８人（　  ８１０世帯）
○高野地域　　１，８０１人（　  ６７８世帯）
○比和地域　　１，３９４人（　  ６２３世帯）
○総領地域　　１，３８７人（　  ６２８世帯）

と　き　２月 26 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　フラウエンコール布野
演奏曲目　｢女声合唱とピアノのための青いフォー
クロア｣ より ｢大漁｣、｢横

よこやま

山潤
じゅんこ

子作品集同
どうせいへん

声編１｣
より ｢くしゃみザウルス｣　ほか
▶フラウエンコール布野…1998 年結成。これまで
に ｢全日本おかあさんコーラス全国大会｣ に広島県
代表として３回出場し、2000 年には優秀団体「ひ
まわり賞｣ を受賞。同年９月に現在の指揮者である
三
み か み

上和
かずひろ

伸さんを迎えた。｢けんみん文化祭ひろしま｣
優秀賞を５回受賞し、昨年は最優秀賞を受賞。独自
のコンサートを 1999 年から開催。

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●債権収納課　　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

　これは、昭和 44 年にソニー株式会社で作られた携帯型無
線機の「市民ラジオ」で、電波出力０．５ワットの電波を出す
送信部と受信部があり、単３電池８本で動作します。
　昭和 45 年にグッドデザイン賞を受賞した防滴型の本体には
マイクとスピーカーを内蔵し、上部には電源スイッチ付きの
音量・スケルチ（無線機特有）のツマミ、電池メーター、使
用時は１．３メートルまで伸びるロッドアンテナがあり、片手
で操作できます。
　使用する電波は中波のラジオ放送と同じＡＭで、おもちゃの
ラジコンなどにも使用されている 27 メガヘルツ帯の電波を使
います。２チャンネルの周波数を内蔵しているので、混信する
場合に選択します。送信・受信を切り替え、話すことと聴くこ
とを交互に行うので、電話のような同時通話はできません。
　本機は電波を発射するので、電波法上は立派な「無線局」
です。通常は無線局の免許が必要ですが、現在この無線機は、「市
民ラジオの無線局」として、免許を受けることなく運用できます。
　昭和 50 年代までは、ラジオメーカーや無線機メーカーなど
から多様なデザインの市民ラジオが発売されており、より小
型な０．１ワット型もありました。
　この無線機で交信（通話）できる距離は使用状況によって
異なり、街中では数百メートル、見通しのよい山間部では数
キロメートル程度なので、比較的近距離での手軽な連絡用と
して、また個人の趣味や遊びのツールとしても使われていま
す。この 27 メガヘルツ帯の電波は季節や時間帯によって伝
わり方が変わるので、偶然に数百キロメートル以上離れた場
所と交信できる楽しみもありました。
　携帯電話が普及した近年は使われることは少なくなりまし
たが、一部では今でも交信する遊びや楽しみとして使われて
います。

　市内には、さまざまな健康づくりに取り組む団体があります。その
中で、「私たちの健康は私たちの手で」をスローガンに、食育アドバ
イザーとして地域で食生活改善の活動をしているのが食生活改善推
進員（通称・食推）の皆さんです。
　主な活動として、食育の日や食育週間にスーパーマーケットなどの
店舗で行う高血圧予防のための減塩啓発や、各地域のサロンなどで
の生活習慣病予防食の調理実習、親と子の食育教室、地域のお祭り
での啓発、今後一人暮らしをする可能性の高い高校３年生への簡単
レシピ本「チャレンジキッチン」※の配布などを行っています｡
　食推の活動において最も重要なことは、「地域に伝える」というこ
とです。学習や調理実習を定期的に行い、そこで学んだ最新の知識を、
実践を交えながらさまざまな方法で地域の幅広い年代に伝え、地域
を元気にしています。食べることを「生きることの基本」と捉え、地
域全体で食を通した健康づくりに取り組んでいけるよう日々活動して
います。
　皆さんも一緒に学習し活動してみませんか？自分の健康づくりにも
役立ちますよ！この活動に興味のある方は、保健医療課健康推進係

（☎ 0824-73-1255）までお問い合わせください。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。

実施日 会　場 受付時間

３月14日㈬ 庄原市役所
東城支所

10時～11時30分
12時30分～15時

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

２月

３月

店舗での減塩啓発（減塩料理の試食）

※簡単レシピ本「チャレンジキッチン」は市ホームページで公開
中。このページからPDFファイルをダウンロードできます。
http://www.city.shobara.hiroshima.jp/main/health/h_m/cat01
/post_910.html

地域のサロンでの勉強会

食推の取り組みを祭り会場で紹介

高校３年生にレシピ本を配布

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く）]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間☎相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時

広報しょうばら／ 2018.2　30 31　2018.2 ／広報しょうばら
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＼裏表紙に出張！／

１．入村式で民泊受け入れ家庭の人と対面／２．生まれて初めての雪かき／３．かまくらを作った生徒も／４．雪だるまが完成／５、６．民泊受け入れ
家庭で料理にチャレンジ／７．みんなで食べる食事は格別／８．離村式では民泊受け入れ家庭の皆さんが生徒を見送った

槇原団長の訓示 掛さんの宣誓

整列する団員・署員

　

１
月
10
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
、
神
奈

川
県
の
私
立
高
校
の
生
徒
２
４
３
人
が
、

修
学
旅
行
で
庄
原
市
を
訪
れ
、
１
泊
２
日

の
民
泊
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
大
雪
と
な
り
ま
し

た
が
、
到
着
し
た
生
徒
た
ち
は
入
村
式
で

自
分
た
ち
が
お
世
話
に
な
る
民
泊
受
け
入

れ
家
庭
と
対
面
し
た
後
、
78
軒
の
家
庭
に

分
か
れ
て
民
泊
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
滞
在
し
た
家
庭
で
そ
ば
打

ち
や
も
み
摺す

り
、
寄
せ
植
え
と
い
っ
た
田

舎
体
験
の
ほ
か
、
雪
か
き
と
い
っ
た
こ
の

時
期
な
ら
で
は
の
作
業
も
体
験
し
ま
し

た
。
普
段
都
会
で
暮
ら
す
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
自
然
に
囲
ま
れ
た
庄
原
市
の
暮
ら

し
は
と
て
も
新
鮮
だ
っ
た
様
子
で
、
生
徒

た
ち
は
初
め
て
見
る
庄
原
の
雪
景
色
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

民
泊
し
た
家
庭
で
は
、
み
ん
な
で
地
元

食
材
を
使
っ
た
料
理
を
作
り
、
家
庭
の
皆

さ
ん
と
生
徒
が
一
緒
に
食
卓
を
囲
み
な
が

ら
食
事
を
す
る
な
ど
、
だ
ん
ら
ん
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
朝
に
離
村
式
を
行
い
、
生
徒

た
ち
は
民
泊
し
た
家
庭
と
別
れ
、
庄
原
市

を
出
発
し
ま
し
た
。
離
村
式
の
あ
い
さ
つ

で
は
、
生
徒
か
ら
お
世
話
に
な
っ
た
民
泊

受
け
入
れ
家
庭
へ
の
感
謝
の
言
葉
と
と
も

に
「
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
で
は
雪
が
あ

ま
り
降
ら
な
い
の
で
、
庄
原
の
雪
を
見
て

と
て
も
驚
い
た
」
と
い
う
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

　

生
徒
た
ち
を
受
け
入
れ
た
家
庭
か
ら
は

「
と
て
も
素
直
で
良
い
子
た
ち
で
、
家
の

高校生が修学旅行で庄原市に滞在しました！
神奈川県の私立高校の生徒が民泊

商工
観光課

安心・安全を守る誓いを胸に
平成30 年庄原市消防出初式

危機
管理課

仕
事
も
積
極
的
に
手
伝
っ
て
く
れ
た
」「
雪

の
多
い
地
域
に
来
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た

よ
う
で
、
長
靴
を
履
い
て
雪
の
上
を
歩
く

だ
け
で
と
て
も
喜
ん
で
い
た
」
と
い
っ
た

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
泊
２
日
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た

が
、
お
互
い
に
か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な

体
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

１
月
14
日
、
庄
原
市
総
合
体
育
館
で
平
成
30
年

庄
原
市
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
、
庄
原
市
消
防

団
員
、
備
北
地
区
消
防
組
合
職
員
約
８
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
平
成
29
年
に
退
団
し
た
消
防
団
員

を
代
表
し
、
前
団
長
の
岡お

か
は
ら原
恭や

す
あ
き昭
さ
ん
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た
ほ
か
、
火
災
の
初
期
消
火
な
ど
に

協
力
し
た
方
や
、
現
役
団
員
の
永
年
の
功
績
者
に

対
し
、
各
種
表
彰
状
な
ど
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
入
団
員
な
ど
へ
の
辞
令
交
付
が
行
わ

れ
、
新
入
団
員
を
代
表
し
、
口
和
方
面
隊
の
掛か

け

真ま

さ

お

佐
夫
さ
ん
が
消
防
団
員
と
し
て
の
決
意
を
力
強

く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
就
任
し
た
槇ま

き
は
ら原
靖や

す
ひ
ろ弘
団
長
は
「
市
民
の

生
命
・
財
産
、
安
心
・
安
全
な
生
活
を
守
る
た
め

に
、
技
術
の
錬れ

ん
ま磨
、
消
防
精
神
の
高
揚
に
努
め
る

よ
う
一
層
の
尽
力
を
願
う
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
っ
て
い
く
使
命
に
対

し
、
決
意
を
新
た
に
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

民
泊
受
け
入
れ
家
庭
を
募
集
中
！

　

市
で
は
民
泊
体
験
を
受
け
入
れ
て
い

た
だ
け
る
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
心
温
ま
る
体
験

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
民
泊
登
録
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

庄
原
市
さ
と
や
ま
体
験
交
流
協
議
会
事

務
局
（
庄
原
市
観
光
協
会
）
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